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1．概要



（1)ウチナージュニアスタディ事業概要 7 
① 【趣旨】

沖縄県の海外移住者子弟を本県に招致し、県内の同世代の青少年と生活をともにしながら沖縄の歴史
や文化等を学ぶことにより、海外移住者子弟の母県・沖縄への理解と絆を深めるとともに、世界のウチ
ナーネットワ ークを担う次世代を育成する。

② 【事業内容】
本事業は、事前学習、学習プログラム 及び報告会で構成する。

1事前学習（県内参加者及び県内青年リ ーダーのみ） 1 

平成 25 年 7 月 6 日（土） 9: 30~13 : 00 

平成 25 年 7 月 20 日（土） 9: 30~13: 00 

浮習プログラA

平成 25 年8月4日（日） ～8月10日（土）

1報告会（県内参加者及び県内青年リ ー ダーのみ） 1 

平成 25 年 11 月 9日（土） 13: 30~ 15: 00 

② 【参加者】 （参加者32 名＋スタッフ 36 名＝計 68 名）
海外参加者13~19 歳までの海外県系人 15 名 ※国別内訳は参加者名簿参照
国内参加者沖縄県内の中学・高校生 15 名

· 青年リ ーダー 海外1名 県内1名
· 随行スタッフ （沖縄県 3 名・スタッフ10 名・ボランティア等 23 名） 計 36 名

④ 【学習プログラム概要 】
（ア）自然学習

沖縄の自然や動植物等に触れるアクテイビティーにより、自然の大切さを学ぶ。
（イ）歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を巡り、沖縄の歴史を学ぶ。
（ウ）芸能、工芸体験学習

沖縄の歴史から生まれた工芸・芸能等の文化を知り、体験する。
（エ）平和学習

沖縄戦の概要を学び、沖縄が訴える平和を考える。
（オ）社会学習

沖縄での生活を経験し、沖縄の「今」を知る。
（力）移民学習

沖縄における移民の歴史、海外で活躍するウチナーンチュ及びウチナーネットワ ークの広がり
を学び、次世代のウチナーネットワ ークの担い手としての自覚を持つ。
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女 ウチナージュニアスタディー2013全行程 伝統工芸・芸能体験学習
社会学習・歴史学習 バスでの移動

8/4 （日） 8/5 （月）
1日目 2日目

7 oo I 7 oo 起床

7 30 朝食

8 00 � 

8 30 OJC出発

9 oo I 9 oo 《社会学習I》
那覇まちまーい

9 30参加者受付 9 30 
JICA沖縄国際センター

10 oo I (※以下OIC) 1000 
匡］際通りから移動

10 30 開講式 10 30 県庁到粁

11 00 ! . 1! 1 1 00 県庁表敬荘問

県庁出発

12 oo 112 oo I
m

オ

昼

リ

食
エ(

ン

OI
テ
C)

ーション
I | I 12 00 市内レストランにて昼食

8/6 （火）
3 旦旦

7:00 起床

7:30 朝食

8:00 

8:30 | 《歴史学習》 I 8:30 
填汲琉球の歴史について

10:30 IOIC出発

11:00 ! い慈中学匹》"鼻-～ 』 し二』 ” 
世界遺産ツアー ·首里城

12:00 I首里城出発

12:30 I市内レストランにて昼食

9:00 

イ太司！ir, ． ，に＾

12,00 I昼食

13 00 13 00 オ
リ
エンテ ーションI 13 00 昼食後OICへ

I 13 151 レストラン出発
113 00|-ワ ー クシ

否
ョッmプ 1参加名自国および自己紹介

11 OIC至lj芳

14 00 14 00 《移民学習r-＿ キムタカホール到粁
q)「世界のうちな一んちゅ発 14 30 肝バ《高ッ伝

ク
の統

ス
阿芸テ麻

ー

能和ジ学利ッ
習

： I 》多文化共生」
ックア アー

15 00 I 15 00 | 1 5 00 
②ワ ー クショップ

（移民かるた等）

16 00 

| 1 700 
17 00 1キムタカホール出発 I 17 00 

18 00 J 11a oo I夕食(OIC) ネイチャーみらい館到沼 I 18 00 
チェックイン

18 30 夕食（ネイチャーみらい館）

19 oo I 19 oo I解散 19 00 課外授業
I

I 19 00 

19 30 《伝統 芸能学習 1I
》～日程終了～ ～日程終了～ パフォ ー マンスワー クシコッブI

20 00 
7 

2030 
～日程終了～

21 oo I I 21 oo 21 00 

1

21 00 

22 00 22 00 就寝 22 00 就寝

宿泊地 JICA沖縄国際センター JICA沖縄国際センター 金武町ネイチャーみらい館

8/8 （木）
5旦且

床

食

起

朝

0

0

 

9

3
 

7

7

 

8:30 I ネイチャーみらい館出発

沖縄こどもの国到亮

9:30 I 《社会学習 1I 》
沖縄の暮しと民族講座

8/9 （金）
6日目

7•OO 

I

起床

7:30 朝食

総学習 D}-1 9:00 
振り返りワ ー クショップ

12:001 昼食お豆腐づくり I 12:001昼食(OIC) 12:00 

8/10 （土）
7 目且

13 001 沖縄こどもの国出発 I 13 00|�まとめワ―合ー―学
ク濯シ打ョッ[--,- プ

13 00 昼食後OICへ

OIC到糟

14 001ひめゆり平和珂念館m | 14 00 研修成昂

14·30 研修成果発表

研修成果発表会準傭 15 00 終了式

16 30 フェアウェルバーティ (OIC)

1700I 自習時間

18 001 夕食(OIC) | 18 30 解散

19 00 19 00 バフ《ォ伝ー統マン芸スワ能ー学クシ習ョップ1ln》
ホームステイ先へ

～日程終了～ I I ～日程終了～

～日程終了～ 121:00

22:001就寝 22:001就哀

JICA沖縄国際センター JICA沖縄国際センター ホームステイ



（3)総括
I 

前身のジュニアスタディー事業から始まった本事業は、今回の実施で13回目を迎えた。 世界中のウチ

ナーンチュの子弟らが母県沖縄を訪れ、 青少年たちと交流する本事業は、沖縄県だけでなく、 海外県人

会にとっても特別なものである。 海外参加者の中には、何回も応募してやっと選抜され、夢のようだと

語るものもいた。 今年は世界8カ国から様々なバックグラウンドを持つ中高校生が「ウチナーンチュ」

という共通点を通して集まり、県内の参加者と一週間を共にしながら自分たちのルー ツを探った。 参加

者たちは複数の分野で多角的に沖縄を体験しながら、 「自分は何者であるか」という問いと真剣に向き

合った。 県内参加者にとっても、 海外のウチナーンチュと触れ合うことで沖縄に対する理解が深まり、

自分を見つめなおす機会となったようであった。 今年度事業の特徴は下記の3点である。

＊ 心を揺さぶった移民ワ ークショップ

海外参加者にとっては敏感な部分でもあるアイデンテイティの問題。 「自分は何者なのか」とい

う問いに対して、最初は海外組と県内組に分かれて考え、最後に全体で思いを共有した。 自分の生

い立ちや互いの差異について考える機会を前半に組むことで、自分のことや自分のルーツを受け入

れるきっかけとなることを目指した。

＊ 新たな行動に繋がるプログラム

今年度の各種アクテイビティは、学んだことを自分の事に落としこんで考えること、 気づきを得

るだけでなく、 そこから次の行動（アクション）に繋げることを目指した。 まずは沖縄の自然、 文

化、伝統、 歴史、 戦争と平和という6つの分野における専門家を講師として招聘し、 楽しく体験し

ながら参加生たちの好奇心や意欲を掻き立てた。 そして、 見学や体験の後にワ ークショップを組み

込み意見交換させ、より主体的に考えることを求めた。

＊ 事業を超えた横断的な交流を実現

本事業は毎年行われている継続事業で、 過去の参加者がボランティアとして後輩をサポー トする

仕組みがあるため、OB· OG の繋がりが強い。 そこで今年度は、 その他の国際交流プログラム参加者

と出会うことで横の繋がりを図った。金武ネイチャーみらい館で行われたキャンプファイヤーでは、

ジュニアスタディーの OB· OG に加え、世界若者ウチナーンチュ連合会、県費留学生、金武町海外移

住者子弟等研修生受入事業の研修生が集まり、大交流会を開催した。 また、うるま市勝連のキムタ

カホールでは、アジアユース人材育成プログラムの参加生と合流し、世界 22 カ国、総勢 100 名が合

同でワ ークショップを実施した。

.:..ュ-—·-----匹心骨• “” 疇ア• J—•“”..． ｀ 
． 

•—• O 鵬m...,...[l”.... 
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•-｝-9-.. 
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よ一―’↑9 9 

納鴫-=

9 9 ●U”―ン`,...、ヽ●〇
-•一一•- ．ー9●●
メ一＇巴一99メ—....

菖m.. ～9 ▼べl

9 9 9 9 9 9 9 ー-●心•""”
·ベ
,フ.. 

． 

仁9-9 ..:“=-•ー＇

.....ャ•,...... さて ●●叩尺
"’9.....99」-ノ9a,.“^」L....m ●▼, 

SNS • F acebook を活用し、 学習プログラム前後も交流を促した。

（登録人数 58 名）
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以下は今年度事業の参加生の感想文の抜粋である。

違う国に住んでいても違う言語を話しても、それでも私たちは世界中に移民していったウチ

ナーンチュの子孫なのだなと改めて気付かされました。 （ブラジル参加者）

海外参加者が沖縄について学ぼうとしているのを見て、自分もみんなの国に興味を持ちたい

という気持ちと、 今までの自分の視野の小ささを恥じる気持ちが出てきました。 （県内参加

者）

人はみんな違うのが当たり前だということがわかって、 自分に自信を持てるようになり、 ち

ゃんと個性を大事にしていこうという気持ちになれました。 （県内参加者）

沖縄では偏見なしに（話を）聞いてくれたので、 私の意見・アイデアを自由に伝えることが

できました。 この事業の大切な点は、 若者たちが悩み ・ 意見・反省点を言う時間があること

です。 （アルゼンチン参加者）

自分自身や自分のルーツを受け入れることと、 異文化を受け入れること。 交流を行う上で大切なこの

2点を実践した参加者らには、 国境や言語を超えた友情が芽生えていた。

また、

「来年はボランティアとして事業に参加したい」

「ウチナーンチュ大会／世界若者ウチナーンチュ連合会に参加したい」

「国際的な仕事に就いて、 沖縄の歴史や文化を伝えていく人になりたい」と、 感想文に頼もしく書き込

まれていた。

参加者の感想文・アンケー ト結果からも本事業の趣旨である海外移住子弟の母県 ・ 沖縄への理解と絆

を深めるとともに、 世界のウチナーネッ トワ ークを担う次世代を育成する目的は達成できたと考える。

来年度は今回の成果・課題を踏まえた上、参加生同士が一緒に何かを作り上げるような内容にするなど、

より達成感を得、 絆がより深まるプログラム構成を目指したい。
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I (4)プログラム運営実施体制図 I 
沖縄県からの受託事業者として、（公社）青年海外協力協会、 (NPO 法人）万国津梁人財ネットワ ーク、トップ

ツアー（株）が共同企業体を形成し、沖縄県と連携しながら本 プログラムの運営を行った。

公益社団法人青年海外協力協会 (JOCA) は、 35,000 名を超える青年海外協力隊の帰国ボランティアを

中心に、個人会員及び全都道府県OB会等の団体がその構成メン バーとなっており、全国の都道府県にネ

ッ トワ ーク組織を持ち、日本全国すみずみまで行渡る事業の展開が可能な団体である。 沖縄においては、

JICA 沖縄国際セン タ ーでの開発教育・国際理解教育支援事業や青年研修事業の業務実績を有し、 グロー

バル人材の育成や県内外の人々に沖縄の良さを伝える事業等の促進に寄与する事業展開を図っている。

NPO 法人万国津梁人財ネットワ ークは、 国際的に活躍できる人材育成と、 世界各国との文化交流・ビ

ジネス交流拠点としての沖縄の発展に寄与することを目的として設立された NPO 法人であり、 アジア青

年の家、 アジアユース人材育成 プログラム等を手掛け、 沖縄とアジアの若者の人材育成活動を展開して

いる。

トップツアー株式会社は、 「お客様満足度100%+a」を合言葉に、 満足度向上を目指し、 県内に

おける人材育成や環境整備、 新しいかたちのエン タ ー テイメント企画開発といった様々な要素を含んだ

観光産業事業に取り組んでいる。 特に観光立県沖縄においては、 沖縄の未来を見据え、 行政・各関係機

関と相互連携 をはかる真の観光振興事業の展開に向けた事業展開に力を注ぎ、 観光産業クラス タ ーとし

て、 また観光産業界のオピニオン リ ーダーとしてグロー バルな視点に立った事業を展開している。

主催者：沖縄県知事公室交流推進課
課長 照喜名 一

I 
主幹 小納谷 研一

渡嘉敷 礼

企画運営： JOCA沖縄

総括責任者 佐藤豊
ドー

_＿」
プログラム企画：NPO法人
万国津梁人財ネットワ ー ク

開梨香
比嘉朝香

—
 企画運営：JOCA沖縄

チー フディレクタ ー

我如古 盛修

ロジ（航空券手配）
トップツア ー株式会社安部修

|
|
L
 

スタッフ：吾護師 岩佐 あずさ

チュ ー タ ー 輿那覇紀子、 泉友一郎、 古謝麻罪子、 天顆雅

ポランティア23名
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ぃ5)制作物など I 
ウチナー ジュニアスタディ事業の趣旨を踏まえ、 参加者の一体感の醸成や沖縄の文化を伝えることを

コンセプトに下記のような携行品などを作成した。

① 名札（青：県内参加者 オレンジ：海外参加者） ②給水用タンブラ ー （沖縄限定3種類：海・干潟・山原）

e 

Aya 
Nakama Aya/ flllll 緯

0 :c 

Jurio 
Tsukazan Julio/津璽山朱量舅

沖縄県ウチナ ー ジュニアスタディ ー

事業の参加者です。

●●の朧はこちら拿でお電鱈ください．
Emergency Contacts 
090-0000-0000（沖縄●濃●戴）
080-0000-0000 (JOCA讚鑓古）

・田先： J IC＾坤翼這■センター

血： ●犀市零饒田1143-1 T E L : 098-879-9000 

沖縄県ウチナ ー ジュニアスタディ ー

事業の参加者です。

●量の●はこちら拿でお電謳ください．
Eme『gency Contacts 
090-0000-0000（沖縄畢濃璽戴）
080-0000-0000 (JOCA我如古）

●泊先： J I C^”.....センター

血：漏撃,.亨嗣閾11ヽ3-1 T E L : 09●-176-6000 

③ かりゆしポロシャツ（赤：参加者 紺：スタッフ）

④横断幕

りチナージュこ双タティ2013
CHINA JUNIOR STUDY 2013 
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| （6)参加者名簿
I 

海外参加者16名 ※太字は青年リ ーダー

応募者名 年酢 Name 目名 所属（県人会名） 特技

1 太日メリッサパウラ 14 Ota Melissa Paula カナダ レスブリッジ沖縄文化協会
三線・空手・
エイサー

2 キビド ー カーヨ司 15 Kibodeaux Kyle Tsukasa アメリカ 沖縄県人会アトランタ
バイオリン
ボーリング`-

エイサー・合
3 タイヤスマイケル屈日 16 Tyus Michael Hotta ア刈力 北米沖縄県人会 気道・ボーリ

ング

4 エステファニさゆり高良仲程 17 Estefani Sayun Takara Nakahodo メキシコ メキシコ沖縄県人会
メキシカンダ

ンス

ポリビア伝
5 津嘉山朱里男 16 T sukazan Jurio ボリビア ボリビア沖縄県人会 統昇踏・エイ

サー

ポリビア伝
6 真榮城茜 16 Maeshiro Akane ボリビア ボリビア沖縄県人会 饒舞踏・エイ

サー・トラン

7 波田野金城ヤラ梨枝 16 Yara Rie Hatano Kaneshiri ブラジル ブラジル沖縄県人会
ダンス・ 手
芸・エ作

8 花城アナ パウラ光花留 15 如a Paula Hikaru Hanashiri ブラジル ブラジル沖縄県人会
ダンス・ ピア

ノ

， 当間グンジンホザネチエミ 16 Rosane Thiemi Toma Gundim ブラジル カンポグランデ沖縄県人会
ダンス・ 折り

紙

エイサー・三
10 サキハラ タイラリカルド 17 Sakihara Taira Ricardo ペルー ペルー沖縄県人会 繰・楽器演

エイサー・三
1 1 トカシキクニガミアンドレス 17 T okashiki Kunigami Andres ペルー ペルー沖縄県人会 繰・楽器演

奉

12 我蘭マリア カロリー ナ 19 Gaja Maria Carouna アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会 タンゴ

アルゼンチ
13 比嘉バネサダフネ 18 Higa Vanesa Dafne アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会 ンタンゴ・ バ

レー

14 我餅ロ ドリゴアンドレス 18 Gaja Rodrigo Andres アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会 タンゴ

15 アブデルカデールオドレイフェリシテルイズ 15 Abdel Kader,Felicite,Louise フランス 沖縄日系人会 バスケ

ダンス ・ エ
16 城間レナタちえみ 24 Shiroma Tiemi ブラジル カンポグランデ沖縄県人会 イサー・ 三

線 ． 
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県内参加者16名 ※太字は青年リ ーダー

仲間 綺 Aya Nakama 1 知念中学校 1 4  F l チェロ ・ピアノ・バドミントン

2 I仲間 妃奈 H ina Nakama 浦西中学校 1 3  F 1 バドミントン

3 1 岸本 妃南子 H inako Kishimoto 普天間 中学校 1 3  F I ピア／・バドこトン・そろばん・冒字

4 1 長崎 花菜美 Kanami Nagasaki 郁覇西高校 1 7  F I ヒッブ加プダンス・空手

5 1 佐和日 梢 Sawada Kozue 向陽高校 1 6  F I エイサー ・ ピアノ

6 山川 賢也 I Kenya Yamakawa 向 陽高校 1 6  M エイサー ・バレー

7 比嘉 ある Aru H iga 開邦高校 1 6  F ピアノ ・ 合唱

8 百次 あゆみ Ayumi Momoji 球陽高校 1 6  F 泡瀬京太郎

， 城間 愛里 Airi Sh iroma 球陽高校 1 8  F 三緑 書道

1 0  平良 樹里 Jul ie Taira 沖縄尚学高校 1 5  F 空手・暗算・ ピアノ

1 1 ブースクリ 海 セザール クリストロワ Bousckri Kai 沖縄尚学高校 I 1 5  I M I ヴォイスパーカ ッショ ン

1 2  金城 佳恋 Karen Kinjo 沖縄尚学高校 I 1 6  I F 1 空手 ・ バスケ

1 3  上原百代 Momoyo Uehara 名護高校 | 1 7 | F I 吹奏楽

1 4  大浜 秀吾 Shugo Ohama 名 護高校 | 1 8 | M I 野球

1 5  大久 英美 Hidemi Daiku 八重山高校 I 1 6  I F 1 エイサー ·空手 ・バレー

1 6  員榮城 駿 Shun maesh i ro 沖縄国醗大学 I 21  I M 1スポーツ全般

，

 



| ( 7 ) 講師紹介

担当科目 講師

移民学習

（ワーク シ ョ ッ プ I )

総合学習

（ワーク シ ョ ッ プW · V) 

歴史学習

社会学習 I
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ク
＇
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1

0
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S
丘

'·
1
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社会学習 n

自然学習

移民学習

（ワーク シ ョ ッ プII )

平和学習

（ワーク シ ョ ッ プm)

伝統工芸 ・ 芸能体験学習

沖縄 NGO セ ンタ ー 金城 さ つ き
ONC は県内で数少ない国際協力に携わる市民団体で、 そ こ で開発教育 ・ 国際理解教

育フ ァ シ リ テータ ー、 沖縄県ホス ト フ ァ ミ リ ーバンク事業 （派遣） 、 研修コ ース実

施、 会計な どを務めた。 第 5 回世界のウチナー ンチュ大会ではプレイ ベ ン ト と して

「 レ ッ ツス タ デ ィ ー ！ ワール ドウチナーンチュ事業」 で県内の生徒たち と 、 移民先

の県系人を結んだ り 、 移民学習教材 「チャ ンプ レア ン ド」 や 「移民かるた」 な どの

作成にも携わっ た。 移民学習やウチナーネ ッ ト ワーク を考える参加型ワーク シ ョ ッ

プを担当する。

早稲田大学琉球 ・ 沖縄研究所招聘研究員 上里隆史

1 9 7 6 年生まれ。 琉球大学法文学部 （琉球史専攻） 卒業。 早稲田大学大学院文学

研究科修士課程修了。 現在、 法政大学沖縄文化研究所国内研究員。 第 1 3 回窪徳忠

琉中関係研究奨励賞受賞。 NHK • BS ドラマ 「テ ンペス ト」 時代考証担当。 《専門分

野》 古琉球史、 海域アジア史． 《主な著書》 『目 か ら ウ ロ コ の琉球 ・ 沖縄史』 、

『誰も見た こ と のない琉球』 （ 『島人もびっ く り オモシロ琉球 ・ 沖縄史』

那覇まちま～いガイ ド

経験豊富な地元ガイ ド と 那覇のまち を歩いて、 今まで と は違う 角度か ら 那覇を観て

楽 しむこ と ができる。 。 また、 国際通 り のコ ースでは、 活気益れる公設市場の中に

入 り 沖縄の食文化や戦後那覇市がどの様に復興 していったかな どを紹介する。

沖縄こ ど も の国 専務理事 · 施設長 高田 勝
東京都の品川区生まれ。 小 さ な頃か ら毘虫や動物に魅せ られ、 中学生の時には、 国

の天然記念物に指定されている 17 種のニワ ト リ 全種類を飼った こ と がある と い う

く ら いの生き物好き。 東京農業大学卒業後は進化生物学研究所に勤め、 その後今帰

仁村に移住 し、 自身の農場で 「今帰仁アグー」 を 400 頭を飼育、 繁殖させている。

また、 こ どもの国の田んぽで沖縄の在来米 3 種の植えつけを行 う な ど、 「種」 の維

持 · 保存は、 「文化」 の維持 ・ 保存を掲げ、 精力的な活動を展開。

金武町ネイ チャーみ ら い館
ネイ チャーみ ら い館は 『海』 、 『川』 、 『田園』 に囲まれた、 静かでの どかな場所

に立地 し て お り 県内でも有数の複合型の自然体験学習施設である。 世界に誇る美ら

海をシュノ ーケル ・ ビーチコ ー ミ ングなどで体感 した り 、 キャ ンプフ ァ イ ヤーや星

空観察などで忘れ られない思い出 を作る こ と ができるす。

悪天候で も 多 く の自然、 歴史、 文化、 人にふれあ う こ とができる。 また、 金武町は

移民発祥の地と して世界各地の移住国と の友好親善を掲げている。

WYUA 世界若者ウチナーンチュ連合会事務局長 比嘉千穂
第 5 回世界のウチナーンチュ大会をキ ッ カ ケに沖縄本部を中心に 「WYUA」 を発足、

7メリカ · /\りイ ・ プ うヅ ル ・ ポ リヒ• 7 •ペ ルー ・ アルゼ ンチン ・ イギ リスに支部を置 く 。 「世界若者ウチナー

ンチュ大会」 の企画 ・ 運営、 移民創作ダンス 「琉球ス ト ン プ」 、 伝統芸能の継承、

ウチナーグチの普及活動を行い、 各市町村の若者や留学生 ・ 研修生と 共にイベン ト

企画も実施。 それ ら を通 しての交流の促進によ って、 沖縄の未来をにな う 人材の創

出 をはか り 「世界のウチナーンチュ」 の発展を担 う こ と を 目 的と し活動中。

ひめゆ り 資料館 学芸員 古賀徳子
南風原文化セ ンタ ー職員などを経て現職。 ワーク シ ョ ッ プやフ ァ シ リ テーシ ョ ンの

実践を続け、 特に平和教育の手法を磨 く 。 これまでの沖縄における平和教育はど う

だったのか ？ これか ら どんな形で平和教育を進めていけばいいのかを模索 し 、 参加

型手法のフ ォ ト ラ ンゲージや、 ロ ールプレイ を通して沖縄の平和教育を作っ て き

た 。

TAO フ ァ ク ト リ ー 代表 裁嘗慎也
伝統的な 「組踊」 を現代風にア レンジ した舞台を制作 ・ 演出 ・ プロデュース。 若い

世代の子供たちが沖縄各地の歴史や伝承を題材に ミ ュージカル仕立てのエンタ ー

テイ ンメ ン ト を演 じ る。 1 999 年 「肝高の阿麻和利」 の初演以来、 その舞台は海外へ

も展開中。 2004 年～沖縄の移民の父 「嘗山久三 ロ マ ン～未来の瞳」 を金武町で年 1

回本公演 し て いる。 201 1 年代表理事交代 平田大ーか ら裁嘗慎也氏へ

1 0  
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■第一 回の概要

期待 と 不安 を抱 え な が ら 、 参加者 と
ス タ ッ フ の初顔合わせ

本番の学習 プ ロ グ ラ ム の前に 2 回 に わ た っ て
行われた 国 際 交流 の 素 地 を 作 る 事前学習 の 第一

回 目 。 県内参加者やス タ ッ フ に と っ て も 今回が初
顔合わせ と な っ た。

改 め て事業の趣 旨 を説明 し 、 今回選ばれた県内
参加者 は ホ ス ト と し て海外参加者 を 迎 え な く て
は な ら な い と 心構 え も 共有 し た。

ま た 、 参加者同士、 ス タ ッ フ 間 の緊張を ほ ぐす
た め に 、 青年 リ ー ダー の 員榮城君 を フ ァ シ リ テ ー

タ ー と し て 自 己紹介 と ア イ ス ブ レー ク を行い、 互
い の人 と な り を知 る 時間 を設 け た。

移民の歴史 を学ぶ
後半は JICA 教師海外研修で、 ボ リ ビア で研修

を し た先生を講師に招 き 、 コ ロ ニ ア オ キナ ワ （沖
縄村） やそ こ で暮 ら す県系人が沖縄 の 文化 を 守 り
な が ら の生活 し て い る 様子 を紹介 し た。

世界 中 に広 が る 沖縄移民の 一端だが、 県 内 参加
者に と っ て は初 め て 知 る 事で、 驚 き は大き かっ た
よ う だ。 そ ん な世界 中 に広 が る 沖縄の仲間た ち を
故郷沖縄に迎 え入れ る た め 、 「今 の 沖縄」 を紹介
す る 準備 を始めた。

1 2  

ボ リ ビア O X ク イ ズ

一 日 の主 な プ ロ グ ラ ム

目 的 ： 県内参加者を対象 と し、 ホ ス ト と して県
外参加者を受入れ る 心構え を持たせ る。

時間 ： 9 : 30 ~ 13 : 00 
場所 ： J I C A沖縄国際セ ン タ ー 多 目 的室
人数 ： 30 名 （県内参加者 15 名 、 県内青年 リ ー

ダー 1 名 、 ボ ラ ンテ ィ ア 10 名 、 チ ュ ー

タ ー4 名 ）
進行 ： JOCA 沖縄 我如古
9 : 30～ 事業概要説明

10 : 00~ ア イ ス ブ レー ク ＆ 自 己紹介
1 1 : 00~ 沖縄移民の歴史講座
12 : 00~ 沖縄紹介プ レゼ ン作戦会議

ス タ ッ フ紹介の様子



■詳細

【沖縄移民の歴史講座】 1 1 : 00 ~ 1 2  : 00 
目 的 ： UJS の 目 的 ・ 内容な ど を確認 し 事業へ

の理解促進 を 図 る 。
講師 ： 辺土名 章子先生

(J ICA 教師海外研修ボ リ ビ ア派遣）
プ ロ グ ラ ム ：
① ボ リ ビ ア O X ク イ ズ
② ボ リ ビ ア紹介 （教師海外研修ス ラ イ ド）
③ フ ォ ト ・ モ ノ ラ ン ゲー ジ （古写真 ・ 民具）

沖縄の文化 を守 り 続け る 移民
ま ず は ウ ォ ー ミ ン グア ッ プで ボ リ ビ ア O X

ク イ ズを した。 海に面 し て い な い こ と や学校が
2 部制 で午前午後で生徒 が 全部入れ替 わ る こ
と な ど 、 日 本 と は違 う 様子がわかっ て き た。

そ し て講師が J I C A 教師海外研修で ボ リ
ビア に研修旅行 した時の写真な ど を使 っ て 、 現
地の衣食住 を は じ め 、 沖縄の伝統文化 を守 り 続
け て 生活す る コ ロ ニ ア オ キ ナ ワ （沖縄村） の様
子 を紹介 した。

そ し て 、 移民時代の古写真やボ リ ビ ア の 民具
を使い、 グルー プに分かれて それが 一体何な の
か （場面 ・ 状況 ・ 使い方な ど） を考え、 意見を
ま と め て 共有す る ワ ー ク を行 っ た。 初 め て 目 に
す る 写真やモ ノ に 戸惑い な が ら も 、 想像力 を含
ま ら せなが ら 、 徐 々 に 意見が出せる よ う に な っ
て き た。

古写真 を使 っ て移民学習

1 3  
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【沖縄紹介 プ レゼ ン作戦会議】 1 2 : 00~ 1 3 : 00
目 的 ： ホ ス ト と し て 海外参加者 を 受 け入れる

た め 、 沖縄紹介 プ レゼ ンの作成をす
る 。

進行 ： 青年 リ ー ダー 員榮城 駿
プ ロ グ ラ ム ：
① 沖 縄の良 い と こ ろ ブ レー ンス ト ー ミ ン グ
② プ レ ゼ ンの仕方 を 決 め る

中 ・ 高校生が考 え る 「今の沖縄」

を紹介す る
移民の歴史につい て学び、 海外参加者が どれ

だ け 沖縄への憧れや愛情 を 持 っ て来沖す る か
が わ かっ て き た。 そ こ で 、 県 内 参加者はホ ス ト
と し て迎え入れ る た め 、 沖縄の事を紹介す る プ
レゼ ンの作成 を した。

ま ず は沖縄の何を伝 え た い かブ レ ー ン ス ト
ー ミ ン グ し な が ら 付箋紙を使 っ て 意 見 を 出 し
合い、 それ ら を ま と め て グルー プ毎に発表 し た。

伝 え た い 「今の 沖縄」 アイ デア 出 し

自 然 ・ 観光 ・ 食べ物 ・ 行事な ど



■第二回の概要
プ レゼ ンテ ー シ ョ ン を改善

第一 回 目 の 事前学習 で海外参加者 に伝 え た い
「今 の沖縄」 に つ い て グルー プ毎にテ ー マ を決 め 、

各 自 写真 な ど の情報を集 め る 宿題 を 出 し た。 そ れ
ら を持 ち 寄 っ てパ ワ ー ポイ ン ト に落 と し込み、 一

つ の プ レゼ ン を 作成す る 作業 を行 っ た。
そ の後 、 本番 さ な が ら に模擬発表会 を 行 っ て 、

ス タ ッ フ やボ ラ ンテ ィ ア に審査を し て も ら い 、 良
い 点 や修正点 を 挙 げ て 改善すべ き ポイ ン ト を 洗
い 出 した。

各参加者は 2 週 間 の 間 に写真や説 明 資料な ど
の材料 を 沢 山 集 め て 来て お り 、 大人顔負 け の プ レ
ゼ ンテ ー シ ョ ン を 見せて く れた。

ボ ラ ンテ ィ ア が交流プ ロ グ ラ ム企画
U J S の 一つ の 特徴で も あ る 、 過去の参加者に

よ る ボ ラ ンテ ィ ア 交流企画。 ウ ェ ルカ ム ・ フ ェ ア
ウ ェ ルパーテ ィ や キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー な ど の 交
流 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 考 え て も ら う 時間 を設 け
た。 ど う や っ た ら 参加者同 士 の交流が深ま り 、 良
い 思 い 出 と な る か真剣 に意見 を 出 し合っ て いた。

1 4  

プ レゼン後、 審査員 か ら コ メ ン ト

一 日 の主な プ ロ グラ ム

目 的 ： 学習 プ ロ グ ラ ム の オ リ エ ンテ ー シ ョ ン時
に実施す る 沖縄紹介プ レゼ ン作成。

時間 ： 9 : 30 ~ 1 3 : 00 
場所 ： J I C A 沖縄国際セ ン タ ー 多 目 的室
人数 ： 30 名 （県内参加者 16 名 、 ボ ラ ンテ ィ ア

10 名 、 チ ュ ー タ ー4 名 ）
進行 ： JOCA 沖縄 我如古
9 : 30~ 沖縄紹介 プ レゼ ン準備

l l : 00～ 模擬発表会 （ リ ハーサル）
12 : 00~ プ レゼ ン改善

プ レゼ ンのテーマ と 方法



． 

【模擬発表会 （ リ ハーサル） 】 1 1 : 00 ,.., 1 2  : 00 

目 的 ： 沖縄紹介 プ レゼンの リ ハーサ ル を 行 い 、
改善す る こ と で発表の質の 向 上 を 図 る 。

プ レゼ ン テ ー シ ョ ン ：
① 沖縄の食文化
② 沖縄の 自 然
③ 沖縄の音楽
④ 沖縄 の ス ポー ツ

緊張 し な が ら も それぞれの持ち 味
を発揮 し な が ら模擬発表

「初め て人前でプ レゼ ンテ ー シ ョ ン を す る か
ら 緊張 し て い ま す。 」 と 何名 かの参加者が鼓動
の高鳴 り を抑 え き れずにい た が 、 そ ん な 心配を
よ そ に、 舞台に立つ と ど の参加者 も は き は き と
発声 し、 全体の流れ も ス ム ー ズで立派 な プ レゼ
ンテ ー シ ョ ン を 見せて く れた。

自 分の 好 き な タ コ ラ イ ス の名 店 を 紹 介 し た
り 、 沖縄に は人工 ビー チが 38 か所 も あ る こ と
を伝えた り 、 三線の 実演 を し て合唱 し た り な ど、
それぞれの持 ち 味や特技 を発揮 し て い た。

ス タ ッ フ やボ ラ ン テ ィ ア で構成 し た 審査員
は厳 し く も 優 しい コ メ ン ト を し、 海外参加者に
向 け て発表す る 本番 に 向 け て 改善点 を 明 ら か
に し た。 会 の 最後 に は 「声が大 き かっ た で賞」
な ど の 良 い点 を表彰 し て終了 した。

審査員 の面々

2013. 07 .20 

沖縄の食文化班

沖縄の 自 然班

沖縄の音楽班

沖縄の ス ポー ツ班
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■ ― 日 目 の概要
海外参加者が合流 し て ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ース タ ー ト

学習 プ ロ グ ラ ム 初 日 は 県 内 参加者 と 海外参加
者が合流 し 、 緊張の面持 ち での ス タ ー ト と な っ た。
参加者は一 堂に会 し て も 、 最初はそれぞれ の 出 身
地や言語別で集ま り 、 ま だま だ国際交流 に は至 ら
なかっ た。

最初の プ ロ グ ラ ム は開講式 ・ オ リ エ ンテ ー シ ョ
ン で今 回 の 事業 の 目 的やス ケ ジ ュ ールを確認 し 、
こ れか ら 始ま る 7 日 間 の 心 の 準備 を整 えた。

徐々 に打ち解けてい く 参加者た ち
午後 か ら は県内参加者に よ る 沖縄紹介、 海外参

加者に よ る 自 国紹介が行われ、 そ れぞれの持つ背
景 を 共有 し、 こ れか ら 始ま る 異文化交流 に期待を
膨 ら ま せ る 時間 と な っ た。

そ の後 、 ボ ラ ンテ ィ ア （ ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー の
過去の参加者） が企画す る 交流プ ロ グ ラ ム を 実施
した。 ア イ ス ブ レー ク を兼ねて リ ー ダー の質問 に
対 し て 一歩前に 出 て 意思表示 をす る 「初 め の 一歩」
ワ ー ク を し た り 、 新聞 ゲー ム や じ ゃ ん け ん列車な
ど を通 じ て 参加者 同 士 の 交流やチ ー ム ビルデ ィ
ン グ を 図 っ た。

言語の壁を越えた交流 を 通 し て 、 徐 々 に打ち解
け て い く 参加者た ち に は笑顔が 見 ら れ、 そ の後 は
出 身 国 を 気 にせず積極的 に 声 を 掛 け 合 う 様子 が
見 ら れ る よ う に な っ て き た。

参加す る に あた っ て の期待 と 不安を共有

一 日 の主 な プ ロ グ ラ ム

主な 目 的 ： 参加者のチー ム ビルデ ィ ン グ
場 所 ： JICA 沖縄国際セ ン タ ー

1 0 : 30 開講式 ・ オ リ エ ンテ ー シ ョ ン I
1 3 : 00 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン II
1 5 : 00 交流プ ロ グ ラ ム

「 ボ ラ ンテ ィ ア企画」
1 7 : 00 ウ ェ ルカ ムパーテ ィ

そ ん な 中 迎 え た ウ ェ ル カ ム パー テ ィ に は ホ
ー ム ス テ イ 受 け入れ先の方 々 や ご家族 、 ブ ラ
ジ ル 協会 な ど の 海 外 県 人 会 関 係 者 ら が 集 ま
り 、 計 100 名 近 く の 来場者で賑わ っ た。
余興では そ れぞれの特技を発揮 し 、 空手や三
線 な ど の 伝統芸能か ら 、 メ キ シ コ やア ルゼ ン
チ ンの伝統舞踊な ど も 披露 し賑わ っ た。

一週 間の主なプログラム

一 日 目 8/4 （ 日 ）
・ 開講式／オリエンテーション
・ ウェルカムパーティ

二 日 目 8/5 （ 月 ）
・ 社会学習 I
・ 県知事表敬
・ 移民学習

‘.j
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■詳細

【開講式 ・ オリエンテーシ3ン】 1 0 : 30 ~ 1 5 : 00 

目 的 ： 今回 の学習 プ ロ グラ ムの 目 的 ・ 内 容 な
ど を確認 し事業への理解促進 を 図 る 。

司 会進行 ： JOCA 沖縄 我如古
場所 ： JICA 沖縄国際セ ン タ ー 多 目 的室
プ ロ グラ ム ：
① UJS 事業の 目 的 と 概要説明
② 参加 に あ た っ て の 心構 え確認
③ ア イ ス ブ レー ク ＆ 自 己紹介

（ 自 己紹介 ： 名 前 ・ 学校 ・ 趣味 ・ 持 ち ネ タ or
チ ャ ームポイ ン ト ）

沖縄紹介の様子

参加者同士の文化背景を紹介

U J S 最初 の プ ロ グ ラ ム と な る 開講式で
は 、 参加者 と 事業の 目 的 を共有 し 、 よ り 良
い学び ・ 交流の場 と な る よ う に心構 え な ど
を確認 し た。 そ の 後 、 県内参加者に よ る 「今
の 沖縄」 紹介を し 、 海外参加者は 出身国の
紹介を行っ た。 それぞれ事前 に用 意 し て い
た プ レゼ ンテ ー シ ョ ン を行い、 映像な ど も
駆使 し て それぞれの持つ文化背景 を紹介す
る 時間 と な っ た。

・ 自 然学習
・ 総合学習 I
・ キャンプファイヤー

・ 社会学習 II
• 平和学習

2013 .08 . 04 

【交流 プ ロ グラム】 1 5 : 00-1 6 : 30

目 的 ： 参加者同士の交流を 図 り 、 積極性を 持
た せ る 。

司 会進行 ： 青年 リ ー ダー 直 榮城 駿 他 ボ ラ
ンテ ィ ア （過去の ジ ュ ニア ス タ デ ィ 参加者）
プ ロ グラ ム ：
① 新聞 ゲーム
② じ ゃ ん けん列車
③ ダ ン ス

ボ ラ ンテ ィ ア の橋渡 し

新聞ゲームの様子

県内青年 リ ー ダー の 僕榮城君の進行 と 、
ボ ラ ンテ ィ ア の協力 の も と 、 体を動か し て
様 々 な 交流プ ロ グ ラ ム が催 さ れた。

ま ず は ア イ ス プ レー ク や 自 己紹介 を行っ
て 、 互 い の人 と な り を知 る 時間 を作っ た。
そ の 後 、 ボ ラ ンテ ィ ア を含 め た 7 名 X 7 グ
ルー プに分かれ徐 々 に折 り た た ま れて い く
新聞紙の上に ど こ ま で乗 っ て い ら れ る かの
ゲー ム を行 っ た。 会場は笑 い に包 ま れ、 言
葉の壁 を越 え た 交流 が 生 ま れ て い た。

六 日 目 8/9 （金） 七 日 目 8/8 （木）
・ 自 然学習 II・ 総合学習 II /ill （まとめ）

・研修成果発表準備

1 7  
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【 ウ ェ ルカ ムパーテ ィ 】 1 7 : 00 - 1 9 : 00 

目 的 ： 参加者のホーム ス テ イ 先及び家族 を含む
関係者で歓迎パー テ ィ を 開 き 、 楽 し い時
間 を過 ご し なが ら 緊張 を ほ ぐす。

場所 ： JICA 沖縄国際セ ン タ ー 体育館
司 会 ： ボ ラ ン テ ィ ア （金城 ・ 並里）
プ ロ グ ラ ム ：

歓迎の挨拶

乾杯の音頭

沖縄県知事公室秘書広報

交流統括監 久貝 富 一

沖縄I\゜ ン7メ リカン連合会

会長 大 山 盛稔

～食事 ・ 懇談～

参加者代表挨拶

～余

1. 空 手

長崎 花菜美

興～

平 良 樹里

金城 佳恋

2 泡瀬京太郎 百次 あ ゆ み
3 .  メキシカンダ ンス エステ万こ サユリ 高良 仲程

4 .  7)レゼ ンチンタンゴ 我謝ロ ド リゴ 、 ＇ 我謝マリア、

比嘉l\‘ ネサ

～ 記念撮影～

2013 .08 .04 

観客 を魅了 し た ア ル ゼ ン チ ン タ ン ゴ

関係者へ参加者のお披露 目

参加者同士が互い の 育 っ た 国 の事 を 学び、
徐 々 に打ち解け始めた頃、 関係者 を招いて歓
迎パー テ ィ を 開催 した。
ご挨拶や個 々 人 の ゆ ん た く の 中 で も こ の事

業 に期待す る こ と や移民への 「想い」 が伝え
ら れ、 多 く の 関係者に支 え ら れて こ の 事業が
成 り 立 っ て い る こ と を 実感 した。

そ し て余興で はそれぞれが伝統芸能の技
を披露 し来場者 を盛 り 上げた。 同 じ］レー ツ を
持 っ た ウ チナ ー ン チ ュ が それぞれ の 国 で退
し く 生 き て い る 姿が体感 で き る 時間 と な っ
た。

りチナー況こ刀タデイ 201 3
UCINA JUNIOR STUDY 2013 

0 )Tr-
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20 13 .08.04 

参加者の感想か ら 【一 日 目 】
※参加者は期 間 中 、 一 日 の終 り に振 り 返 り シー ト を記入 し て い た。 下記はその抜粋で あ る 。

| 【 本 日 の プ ロ グ ラ ム で得た も の 、 学んだ も の 】 I
・ 沖縄に住んでいる私達よりも、 海外参加者は沖縄のことをたく さん知っていて驚いた。 （ 国内 参加者 ・ 女）
・ みんな 自 分たち の 国 の文化を大切 にしていることがわかった。 それらの文化を再認識し、 尊重 しなけれ
ばならないことも学んだ。 （海外参加者 ・ 女）

• 海外参加者のプレゼンを通じて、 海外の歴史 ・ 風習をはじめて知ることができた。 （ 国 内 参加者・ 女）

| 【 本 日 の プ ロ グ ラ ム におい て 、 疑問点、 自 分 自 身の課題は見つか り ま し た か ？ 】 I
・ 国 内参加者のメンバーとあまり話せなかったので、 ジェスチャーや分かる言葉を交えてもっ と積極的に交
流したい。 （海外参加者 ・ 女）

• 他国のウチナーンチュは方言を話せるのか。 ウチナーンチュ 同士で集まるときは、 日 本語や方言で話す
のか気になった。 （国内参加者 ・ 女）

・ 沖縄に住んでいるからといって、 沖縄のことをよく知っているわけではないと気付いた。 知っているふりで
はなく 、 もっ と 自 分から動いて沖縄を知っていきたい。 （ 国 内 参加者 ・ 女）

| 【 自 分 自 身が積極的 に学び、 グルー プの取 り 組みに参加 で き ま し た か ？ 】 I
• 前半はコミュニケーションが取れるか心配であまり話さなかったが、 後 半からは頑張っ ていろんな人 に 自
己紹介をした。 （国内参加者 ・ 女）
・ 沖縄紹介プレゼンは緊張したけれど、 グル ープみんなで準備 • 練習 をして頑張った。 （ 国 内 参加者 ・ 女）
・ アイスブレークで積極的 に参加者たちと交流できた。 （海外参加者 ・ 女）

| 【 ウ チナーネ ッ ト ワ ー ク を担 う 一員 と し て どん な こ と をや っ て い き たい と 思い ま し た か ？ 】 I
・ いま体験していることを 自 分の県人会に活かしていきたい。 （海外参加者 ・ 男 ）
• 他の参加者たちとコミュニケーションをとるため に 日 本語を学ぶよう にする。 （海外参加者・ 女）
• まずは他国のウチナーンチュのことを知る。 そして 自 分がどうあるべきかを考える。 （ 国 内 参加者 ・ 女）
• 今の 沖縄や 自 分たちの生活について話してみたい。 （ 国 内参加者 ・ 女）

ま だ 同 じ 国 同士で 固 ま っ て い る 昼食時 緊張 し た面持 ち で 自 己紹介
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■ 二 日 目 の概要

本格的 に プ ロ グ ラ ム 開始

ま ず、 那 覇 ま ち ま ～いでは専属 ガイ ドの案内 の
も と 、 牧志公設市場を 中 心 と し た 国 際通 り 周辺 を
散策 し 、 沖縄県民の衣食住 を 支 え て き た街の様子
を 見学 した。 沖縄出身者で も 知 ら な い情報が あ り 、
内容が豊富だ っ た た め 、 海外参加者 ・ 県内 参加者
の 両方か ら 評判 が 良 か っ た。

そ の 後 沖縄県庁を訪問 し 、 主催者で あ る 沖縄県
庁 に 、 事業に参加す る に あ た っ て の決意 を伝えた。

午後 は本事業の メ イ ンテ ーマ で あ る 「移民」 に
つ い て考 え る ワ ー ク シ ョ ッ プを 実施 し 、 自 分は何
者で あ る か を 考 え 、 意見交換 し 、 一 日 を終 え た。

ア イ デ ンテ ィ テ ィ を揺 さ ぶ ら れ る 参
加者た ち

午後 の移民学習 の ワ ー ク シ ョ ッ プの時、 本事業
の核心に迫 る 出来事が あ っ た。 「私は何人 ？ 」 と
い う テ ー マ で 、 自 分 と い う 人 間 を構成す る 文化背
景 を確認す る 作業だ。 そ の 最 中 、 海外参加者の 一

人 が 泣 き 出 し て し ま っ た。 本人 日 く 、 「私 は海外
に い た ら 日 本人 と 言われ、 日 本にいた ら 外国人 と
言われ、 一体 自 分が何者 な の かわか ら な く て辛か
っ た。 」 と の こ と 。 こ れが こ の事業の核心 に迫 る
場面 と な っ た。 彼 ら は親や祖父母か ら 自 ら のルー

ツ で あ る 沖縄の話 を 聞 き 、 三線やエ イ サ ー を 習 い 、
沖縄そ ば を食べて 育 っ た も の の、

「私は何者」 ワ ーク シ ョ ッ プの様子

一 日 の主 な プ ロ グラ ム

主な 目 的 ： 社会学習 と 移民学習 を通 じてりチナーンチ
ュのルー ツ を 再認識する 。

場所 ： 沖縄県庁及び国際通 り な ど
9 : 00 社会学習 I

「那覇 ま ち ま ～い」
1 1 : 00 県庁表敬訪問
14 : 00 移民学習
19 : 00 課外事業 I

ま だ一度 も 沖縄 の 地 を踏んだ こ と は な か っ
た。 反 対 に 、 県 内 参加者で あ る 沖縄の 中 高校
生 た ち は 、 こ の様な移民の歴史や 同 じ 沖 縄 を
ルー ツ と す る 仲 間 の存在 を 初 め て 知 り 、 理屈
な し に そ の 大切 さ を感 じ取 っ た様子だっ た。

一週 間 の主なプログラム

一 日 目 8/4 （ 日 ）
・ 開講式／オリエンテーション
・ ウェルカムパーティ

二 日 目 8/5 （ 月 ）
・ 社会学習 I
・ 県知事表敬
・ 移民学習

20 

三 日 目 8/6 （火）
・ 歴史学習
・伝統芸能学習
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■詳細

【社会学習 I 】 9 : 00 ~ 1 0 : 00 

目 的 ： ま ち ま ～ い ガイ ド と 共 に 国 際通 り を散
策 し 、 沖縄の食 • 生活文化 を感 じ る 。

講師 ： 那覇 ま ち ま ー いガイ ド 7 名
場所 ： 国 際通 り 、 平和通 り 、 牧志公設市場等
プ ロ グ ラ ム ：
① 6 グルー プ （言語別 ） に分かれ、 街 中散策
② 国際通 り の成立ち （戦後復興） に つ いて
③ 沖縄の衣食住 に つ いて

【県庁表敬】 1 1 : oo ~ 1 1  : 30 
目 的 ： 主催者への挨拶、 本事業の 目 的確認
場所 ： 沖縄県庁 1 階 県民ホール
司 会 ： 交流推進課 渡嘉敷 礼
プ ロ グ ラ ム ：
歓迎の挨拶 沖縄県知事公室長

又吉 進

牧志公設市場での様子

同 じ食文化 を持つ仲 間 で あ る こ と
初 め て 沖縄を訪れ る 海外参加者に と っ て 、 自

国 と 似た食材や料理な ど を 実際に 見 る こ と で、
同 じ食文化を持つ ウ チナー ン シ ュ で あ る こ と
を確認でき た。 戦後復興の過程で こ の商店街が
出来た こ と を知 り 、 そ こ に生 き る 人々 の退 し さ
や人懐っ こ さ が 、 かつ て移民先で苦労 し て 開 拓
し て き た先人た ち に重な り 、 親 しみを感 じ て い
た よ う だ。

県 内参加者に と っ て も 初 め て知 る こ と が多
く 、 普段の生活では行かな い よ う な市場の裏側
に行 っ た り 、 お店の人 と 会話 を し た り し て 楽 し
んでいた。 中 で も シー ブ ン と 呼ばれ る 「おま け」
につい て は、 かつ て の 沖縄では ご く 普通の習慣
だ っ た こ と に衝撃 を 受 け た よ う だっ た。

参加者代表挨拶 海外参加者代表
金城 梨枝 （プ うヅ ル）
県 内 参加者代表
大浜 秀吾 （ 名 護高校）

～記念撮影 （ 中 庭 に て ） ～

県庁表敬時の金城 さ んのス ピーチ

参加の決意 を新た に
今年で 1 3 回 目 と な る ウ チナー ジ ュ ニ ア ス タ

デ ィ ー事業、 そ の 主催者で あ る 沖縄県庁 に表敬
訪問 し 、 関係者や取材陣の前で参加 に あ た っ て
の決意表明 を し た。 赤い ポ ロ シ ャ ツ で衣装を揃
え た参加者た ち は そ れぞれ の 国 を 代表す る も
の と し て 国旗を掲げ 自 己紹介を し た。 ブ ラ ジル
か ら の参加者で あ る 金城 さ ん は 「ず っ と こ の事
業 に参加 し た か っ た」 と い う 沖縄に対す る 想い
や、 今回 の機会 に積極的に学びを深め 、 そ の 経
験 を 周 り に 伝 え て い き た い と い う 決意 を 力 強
＜ 述べた。

四 日 目 8/7 （水）
・ 自 然学習
・ 総合学習 I
・ キャンプファイヤー

・ 社会学習 II
• 平和学習

六 日 目 8/9 （金）
・ 総合学習 II /III （まとめ）
・ 研修成果発表準備

＼
／
 

七 日 目 8/8 （木）
・ 自 然学習 II
・ 閉講式／フェアウェルパーティ
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【移民学習】 1 4 : 00 ~ 1 8 : 00 

目 的 ： 沖縄の移民の歴史 に つ いて学び、 ウ
チ ナー ン チ ュ ア イ デ ンテ イ テ ィ に つ
い て 考 え ・ 共有 し 、 そ の 多様性を知 る 。

講師 ： 沖縄 NGO セ ン タ ー 金城 さ つ き 氏
比嘉 カロリーナ氏

場所 ： JICA 沖縄国際セ ン タ ー 多 目 的室
プ ロ グ ラ ム ：
① ア イ ス ブ レー ク 「人間知恵の輪」
② フ ォ ト ラ ンゲー ジ （初期移民の写真）
③ 世界の ウ チナー ン チ ュ か る た
④ 「私 は な に人 ？ 」 ワ ー ク シ ョ ッ プ

移民学習 を 通 じ て ジ ュ ニ ア ス タ デ
ィ 事業の核心に迫る

ま ず は グルー プにわかれて 、 初期移民の拡大
写真 を見て感 じ た こ と や想像で き る こ と を 自
由 に記述 し 、 全体に共有す る ワ ー ク を した。

白 黒の写真か ら 当 時の苦労や、 互いに支え合
っ て 開 拓 し て き た様子が伝わ り 、 海外参加者か
ら の 実体験の話 も 加わ っ て 、 移民の歴史 につい
て よ り 鮮明 にイ メ ー ジ出来 る 様に な っ て き た。

前知識が 出来た段階で、 更 に楽 し く 移民 につ
い て学ぶた め に 「移民か る た」 を使 っ て 学習 し
た。 どの参加者 も 夢中 に な っ て札 を 取 り 合い 、
そ の裏 に 書かれて い る 移民の歴史 につ い て も
し つ か り と 読んでいた。

そ し て最後 に こ の事業の核心に迫 る 自 分の
ア イ デ ンテ イ テ ィ を探 る ワ ー ク を し 、 今の 自 分
が何に よ っ て構成 さ れて い る か深 く 考 え る 時
間 と な っ た。

移民か る た で の真剣 な ま な ざ し
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【課外事業 I 】 1 9 : 00 - 20 : 00 

目 的 ： ペルーの お ば あ ち ゃ ん の ス ト ー リ
ー を も と に 、 一 人 の 人間 と し て の
生 き様 を 知 る 。

講師 ： 沖縄県国際交流員 （ペルー ）
7ルトゥーロ トりヤマ ヒゲ チ

場所 ： JICA 沖縄国際セ ン タ ー 多 目 的室
プ ロ グ ラ ム ：
① 自 己紹介 ＆ペルー紹介
② 僕の お ばあち ゃ ん （ 日 本語弁論大会

ス ピーチ よ り ）
③ 国際交流員 と し て 実現 し た い こ と

県系人 と し て の想い と お ばあ ち ゃ
んへの恩返 し

夕食後、 課外授業 と し て 同行 し て い た国 際交
流員 の ア ル ト ゥ ー ロ さ んか ら 、 県系 人 と し てペ
ルー ・ 日 本で生き て き た経験や、 そ の 中 で培っ
て き た 先人 た ち へ の 恩 返 し の 気持 ち を 参加者
に伝 え て も ら っ た。

ユ ーモ ア に溢れつつ も 、 実体験に基づいて話
さ れ る 自 分の移民史は、 海外参加者、 県内参加
者両方に と っ て 、 よ り 身近に感 じ ら れ る 内容だ
っ た。 かつて 自 分 も アイ デ ンテ イ テ ィ に揺れて
い た こ と 、 苦労 し て 自 分を 育て て く れたおばあ
ち ゃ ん、 そ し て そ の恩に報い る た め に も 沖縄で
活動 し て い る こ と な ど、 多言語で語 る そ の姿が
彼 の努力 を物語っ て い た。

国際交流員アル ト ゥ ー ロ さ ん
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参加者の感想か ら 【二 日 目 】

| 【本 日 の プ ロ グ ラ ム で得た も の 、 学んだ も の 】 I
・ 県庁訪問 で は、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ 事業 を積極的 に取 り 組み、 こ れか ら の 自 分の た め に活か し て

い く ぞ ！ と 思っ た。 （ 国 内参加者 ・ 女）
． 昔の 出来事が今の私た ち の生活に繋が っ て い る こ と 、 そ し て お じ い ち ゃ んお ばあ ち ゃ んはす ご

く 大変な思い を し た こ と を 改 め て 感 じ た。 （海外参加者 ・ 女）
・ 私 も 今 自 分の父、 母、 お じ い、 おばあ が踏んでいた こ の 土地 を こ こ 沖縄で感 じ て い る こ と に と

て も 感謝 し て い る 。 （海外参加者 ・ 女）
• 他国 の 県系 人 に よ っ て 引 き 継がれた沖縄の文化やりチナーンチュアイデ ンティティ に興味を持っ た。 アイデ ンテイテ

ィ が 半分無い よ う な 、 あ る い は二つ あ る よ う な感 じ が し た。 （海外参加者 ・ 女）

| ［本 日 の プ ロ グ ラ ム にお い て 、 疑問点、 自 分 自 身の課題は見つか り ま し た か ？ 】 I
• 今失われつつある方言や 日 本語、 移民の歴史を勉強して母国で教えたい。 （海外参加者 ・ 女）
・ 言葉の意味も含めて、 『アイデンティティ』がよくわからなかった。 まずは、 両親の 出身地やこれまでの人

生について、 調べたり 聞いた り したい。 （ 国 内参加者 ・ 女）
• 初 め て 国際通 り について深 く 知 る こ と が で き 、 日 常的 に通 っ て い る 場所な の に何 も わか ら な く

て少 し驚いた。 疑 問 な の は沖縄の昔の歴史 を ど う や っ て調べればい い の か分 ら な い。 （国内参加
者 ・ 女）

| 【 自 分 自 身が積極的に学び、 グルー プの取 り 組み に参加 で き ま し た か ？ 】 I
・ アイデンティティ について、 海外メンバ ーそれぞれの意見が聞 けて勉強になった。 国 内 参加者の意見も

聞きたい。 （海外参加者 ・ 女）
・ 積極的に学べ た が 、 自 分の ア イ デ ンテ イ テ ィ に対す る 思い をみ ん な に 上手 く 伝 え る こ と が で き

なかっ た。 （海外参加者 ・ 女）
・ アイデ ンティティ ワ ー ク の と き 、 沖縄人 と し て の 良い と こ ろ 、 悪い と こ ろ を あ げ る こ と が で き た。 （国

内 参加者 ・ 女）

| 【 ウ チナーネ ッ ト ワ ー ク を担 う 一員 と し て どん な こ と をや っ て い き た い と 思い ま し た か ？ 】 I
・ 移民した沖縄の 人 々 が 明る＜生き られるよう に、 ど

んな風に困難を乗り越え諦めなかったかということを
伝えたい。 （海外参加者 ・ 女）
• 自 分がウチナーンチュの子孫だということをも っ と
自 覚したい。 （海外参加者 ・ 女）
• 今 日 のお昼では 自 ら 英語で話 し 、 自 己紹介や

い ろ んな事を話せた。 今 日 の よ う に積極的 に コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り 、 友達を作っ て い き た
い。 （国内参加者 ・ 男 ）
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徐々 に打ち 解 け て き た参加者た ち



■ 三 日 目 の概要

沖縄の歴史 ・ 伝統文化 に触れ、 先人
の知恵 を学ぶ

3 日 目 は沖縄の歴史 と 伝統 文化 に つ い て ど っ
ぷ り と 浸か る 一 日 と な っ た。

ま ず は座学で琉球 の歴史 を学び、 そ の 後 首里城
を 見学、 そ し て バ ス で移動 し 、 う る ま 市で現代版
組踊パ フ ォ ーマ ン ス の体験 を し た。 聞 く ・ 見 る ・
触れ る な どの五感 を フ ル活用 さ せ て の 一 日 は、 参
加者に充実 し た学びを も た ら した。

組踊パ フ ォ ーマ ンス 練習 が始ま る

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ 事業 の名 物 と し て 、 最終 日 に
行 われ る フ ェ ア ウ ェ ルパ ー テ ィ ー で の 演舞 の 発
表 が あ る 。 昨年ま ではエイ サ ー に取 り·組んでいた
が 、 今年度 は新た な チ ャ レ ン ジ と し て 「現代版組
踊パ フ ォ ーマ ンス 」 に変更 し た。

キ ム タ カ ホ ールで同世代 の 中 ・ 高校生た ち が真
剣 に組踊 に 取 り 組む姿勢 を 見 て 刺激 を 受 け た 参
加者た ち。 そ の 日 の 夕 方か ら 本格的に始 ま っ た練
習 だ っ た が 、 溜 ま っ て き た疲れを も の と も せず、
TAO フ ァ ク ト リ ー の 指導者の 一挙手一 投足 を 見
逃すま い と 模倣 を し て いた。

初 め て 見 る 振付に戸惑い な が ら も 、 空 き 時間 を
見つ け て は練習 を繰 り 返 し て い る 姿に 、 「 う ま く
な り た い ！ 」 と い う 強い意志が感 じ ら れた。

2013 .08 .06 

組踊パ フ ォ ーマ ンス練習風景

一 日 の主 な プ ロ グ ラ ム

目 的 ： 沖縄の歴史 ・ 伝統文化 を学ぶ
場所 ： 首里城 ・ キ ム タ カ ホ ール

金武ネ イ チ ャ ーみ ら い館 他
8 : 30 歴史学習 I

1 1 : 00 歴史学習 II
14 : 30 伝統芸能学習 I
20 : 00 伝統芸能学習 II

一週間の主なプログラム

一 日 目 8/4 （ 日 ）
・ 開講式／オリエンテーション
・ ウェルカムパーティ

二 日 目 8/5 （ 月 ）
・ 社会学習 I
・ 県知事表敬
・移民学習
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三 日 目 8/6 （火）
・ 歴史学習
・伝統芸能学習



■ 詳細

【歴史学習 I 】 8 : 30 ~ 1 0 : 30 

目 的 ： 琉球王 国 の 時代の歴史 を学び、 過去か
ら 現在の沖縄 を つ な ぐ視点 を も つ

講師 ： 上里隆史先生
場所 ： J I C A 沖縄国際セ ン タ ー 多 目 的室
内 容 ：
・ 沖縄の 島 々 と 海
・ 琉球王国の誕生 （小国 と し て の 生 き 方）
・ ア ジ ア ヘ乗 り 出 し た 交 易 の 時代 な ど

テ レ ビ ド ラ マ 「テ ンペス ト 」 を監修 し た 上里隆史先

沖縄文化 は ど の よ う に育ま れて き
たの か琉球王朝時代か ら 探 る

「 目 か ら う ろ こ の琉球 ・ 沖縄史」 でお馴染み
の上里隆史先生を講師に迎 え 、 沖縄が どの よ う
な歴史を経て現在 ま で至っ た の か、 と く に 「琉
球王国」 の 時代に焦点 を 当 て て学んだ。

既存の教科書な ど で は わ か ら な い 興味深い
歴史 の裏話な ど も 織 り 交ぜ、 思わず 「 な る ほ ど」
と う なず く よ う な発見が あ っ た よ う だ。 上里先
生は参加者 に 向 か っ て 「過去か ら 現在の沖縄を
つ な ぐ視点 を持 ち 、 そ こ か ら 未来への 可能性を
模索す る 視点 を養 う よ う に」 と 話 し て い た。

・ 自 然学習
・総合学習 I
・ キャンプファイヤー

五 日 目
・ 社会学習 II
• 平和学習

2013 .08.06 

【歴史学習 II 】 1 1 : oo ~ 1 2 : 00 

目 的 ： 歴史学習 I で学んだ琉球王朝時代の
歴史の舞台 を実際に見て学ぶ。

場所 ： 首里城
プ ロ グ ラ ム ：
・ 学芸員 に よ る 解説
・ 首里城見学

正殿前で解説 を 受 け る 参加者

繁栄 し た琉球王朝 の仕来 り や慣わ
し を首里城の造 り か ら 学ぶ
琉球王国の 時代に政治 ・ 外交 ・ 文化の 中 心 で あ
っ た首里城は、 防衛の た め だ け で は な く 、 宗教
や風水 の 考 え 、 儀式を 執 り 行 う た め の仕様な ど、
様 々 な要素が考慮 さ れ建築 さ れて い る 。 参加者
た ち は学芸員 か ら 解説 を受 け 、 実際に歩いて正
殿 内 を 回 っ た。 タ イ ルで色分 け さ れた 中庭は儀
式 の 際 に諸官が位 の 高 い順 に 並ぶ 目 印 の役割
を持っ て い る こ と 。 中 央 の 道 を 「浮道 （ う き み
ち ） 」 と 呼び、 国王や中 国皇帝の使者 （冊封使）
等、 限 ら れた人だ け が 通 る こ と を許 さ れた こ と
な ど、 当 時の様子が分か り やす く 説 明 さ れた。

六 日 目 8/9 （金） 七 日 目 8/8 （木）
・ 自 然学習 II・ 総合学習 II /III （まとめ）

・ 研修成果発表準備
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【伝統芸能学習 I 】 1 4 : 30 ~ 1 7 : 00 

目 的 ： 「肝高 の 阿麻和利 」 舞台出演者 と 交
流 し な が ら 現代版組踊 を体験す る

講師 ： 平 田 大一 氏
バ ッ ク ス テー ジ ツ ア ー ： あ ま わ り 浪漫の会
場所 ： キムタ カ ホール
プ ロ グ ラ ム ：
・ バ ッ ク ス テ ー ジ ツ ア ー （稽古風景見学）
・ 組踊パ フ ォ ー マ ンス 体験
・ 「肝高の阿麻和利」 の フ ィ ナー レ鑑賞

舞台 に感動 ！
ー ア ンケー ト で最高評価の プ ロ グ ラ ム ー

地域の 中高生が活躍す る 現代版組踊 「肝高 の
阿麻和利」 。 そ の舞台 の練習風景を 見せて も ら
う べ く 、 参加者は う る ま 市へ向かっ た。 会場で
は、 沖縄県主催ア ジアユ ー ス 人材育成プ ロ グ ラ
ム の 団体 と 合流 し、 合 同 で ワ ー ク シ ョ ッ プを 実
施 し た。

平 田 氏 に よ る 太鼓演奏 と 声出 しに始ま り 、 稽
古場 を 見学させても らった後 、 バ ンドチ ー ム 、 役
者チー ム 、 ダンスを担 当 する 男 子アンサンプル、
女子アンサンブルの4つ に分かれて、 練習 に参加
した。

練習 の後 に は 、 舞台出演者に よ っ て物語の最
後 の シー ン が披露 さ れ、 参加者 の 中 に は感極ま
っ て涙す る 者 も いた。 舞台 はすべて 日 本語で行
われ る た め 、 海外参加者に は言葉の意味がわか
ら な か っ た はずだが、 「 同 じ年 く ら いの子た ち
が 演 じ る 姿に と て も 魅了 さ れた」 「感動 し ま し
た。 彼 ら の 表情 を忘れません。 一言 も 話 し て い
な い の に 、 言いた い こ と が伝わ っ た か ら です。 」
と の声が あ が っ て いた。 ア ジア ユ ー ス の参加者

女性ア ンサ ン ブルのパー ト練習
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と 友達に な っ た と 話す者 も いた。 事後 の ア ンケ
ー ト 調査で も 、 最 も 人気 の 高 い プ ロ グ ラ ム と な
っ て いた。

【伝統芸能学習 II 】 20 : 00 ~ 21 : oo 

目 的 ： 現代版組踊の 一部 を 体験 し 、 沖縄の
文化やチ ームが一体 と な る 達成感
を 味わ う 。

講師 ： TAO フ ァ ク ト リ ー 蔵嘗慎也氏他
場所 ： 金武町ネ イ チ ャ ーみ ら い館
プ ロ グ ラ ム ：
• TAO フ ァ ク ト リ ーの紹介
・ 準備体操、 パー ト 別練習

成果物発表会 に 向 けて練習開始
夜はネ イ チ ャ ーみ ら い館 に移 り 、 本格的 な組

踊パ フ ォ ーマ ン ス の稽古が始ま っ た。 講師には
「肝高 の 阿麻和利」 卒業生 で構成 さ れ る TAO

フ ァ ク ト リ ー を招致。 踊 り に は力 強い動 き が 多
く 、 空手や琉舞の 要素 も あ り 、 参加者はつい て
い く の に精一杯 と い う 感 じ で あ っ た。 一方で、
そ の 日 か ら の毎 日 の練習 を通 し て 、 参加者同士
の会話が 自 然 と 増 え た よ う だ。 感想に は、 「最
初 は 県 内 参加者 と 海外参加 者 の 間 に壁 が あ る
よ う に思 え て 、 な か な か打ち解け ら れず に いた
け ど、 組踊の練習 • 発表 を 通 じ て 、 心 も ひ と つ
に なれた気が し ま す」 と 書かれて い た。

男女別 の練習風景



2013 .08 .06 

参加者の感想か ら 【三 日 目 】

| 【本 日 の プ ロ グ ラ ム で得た も の 、 学んだ も の 】 I
・ 首里城に行く前に琉球について知ることができて良かった。 琉球人の 「不幸なことがあっ てもその 中でど

う生き延びるのか」 という言葉は考えさせられた。 （ 国 内参加者 ・ 女）
・ 阿麻和利の舞台にも のすごく感動した。 沖縄の文化の素晴らしさを改めて感じることの 出 来る 良 いきっ

かけになった。 （国内参加者 ・ 女）
• 自 分 の 国 で は沖縄の こ と を学んでい な かっ た の で、 新 し い こ と が い っ ぱい で と て も 勉 強 に な っ

た。 肝高 の 阿麻和利 は、 歴史だ け で な く 同世代の方々 が 生 き 生 き し た 姿 を 見 て 、 見習 う と こ ろ
が 多 く あ っ た。 （海外参加者 ・ 女）

| 【 本 日 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 疑問点 、 自 分 自 身の課題は見つか り ま し た か ？ 】 I
・ 日 本史 に少 し でて く る 沖縄史 に つ い て し か分か ら な い の で、 も っ と 調べてみた い と 思 っ た。 （ 国

内参加者 ・ 女）
・ 琉球王国の話を聞いて、 日 本の方々 は沖縄のアイデンティティについてどう思っているのか気 になった。

（海外参加者 ・ 女）
・ 私た ち が習 っ た ダ ン ス は レベルが高い け ど、 も っ と 練習 すれば絶対習得で き る と 思 う 。 （海外参

加者 ・ 女）

| 【 自 分 自 身が積極的 に学び、 グルー プの取 り 組み に参加 で き ま し た か ？ 】 I
・ 阿麻和利を観てみんなの連帯感を学べたので、 まとめる力をさらに身に付けたい。 （国内参加者 ・ 女）
・ 勇気 を 出 し て 自 分か ら 声 を か け て海外参加者 と た く さ ん喋 る こ と が で き た。 自 分か ら 行動す る

こ と で、 何かを得る こ と が で き る んだ と 思 っ た。 （ 国 内 参加者 ・ 女）
・ ダイナミック琉球の 一部を覚えたので、 絶対に出来ると信じています。 （海外参加者 ・ 男 ）

| 【 ウ チナ ーネ ッ ト ワ ー ク を担 う 一員 と し て どん な こ と をや っ て い き た い と 思い ま し た か ？ 】 I
・ 阿麻和利のメンバーように、 自 分の住んでいる伝統文化をもっと知 り 、 身 に付け、 沖縄の 良さを発信でき

る人になりたい。 （国内参加者 ・ 女）
・ 肝高の阿麻和利をみて、 歴史をもっと知りたいと思わされた。 私も誰かにそう思っても らえるような活動を

したい、 もっ と沖縄のことを知ってもらえるような活動をしたいと思った。 （海外参加者 ・ 女）
• みんなで竹馬 に挑戦した。 このよう に 日 本や沖縄の遊びなどで交流を深めたい。 （ 国 内 参加者 ・ 男 ）

キムタ カ ホールではア ジアユース 人材育成 プ ロ グラ ム と も 合流 し て学んだ
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■ 四 日 目 の概要

体を思い切 り 動 か して沖縄の 自 然 を

満喫、 忘れ られない思い 出 に
こ れ ま で の 三 日 間 は座学や ワ ー ク シ ョ ッ プ な

ど学びの要素が強かっ た た め 、 4 日 目 は早朝か ら

思い切 り 体 を動か し カ ヌ ー を漕い で大海原へ。 透

き 通 っ た海に感動 しつ つ 、 そ の 自 然 を支 え る サ ン

ゴ礁やマ ン グ ロ ー ブ な どの 生態系 も 学び、 自 然の

大切 さ を グ ロ ー バルな視野で考 え る こ と が 出 来

た。 午後 に は世界 に ウ チナー ネ ッ ト ワ ー ク の 大切

さ を広 め て い る 世界若者 ウ チナー ンチ ュ 連合会

（以下 WYUA) の メ ンバーや過去の ジ ュ ニ ア ス タ

デ ィ ー 事業参加者が合流 し 、 そ の 「輪」 を広げる
一 日 と な っ た。

プロ グ ラ ム も 中盤、 ウ チナーネ ッ ト

ワ ー ク について考え始め る
朝 か ら 晩 ま で寝食 を共に し 、 一緒に学んで き た

32 名 。 プ ロ グ ラ ム も 中盤に差 し掛か り 、 こ れま

での学びや話 し合いか ら 、 ウ チナー ネ ッ ト ワ ー ク

の 大切 さ が 漠然 と し な が ら も 徐 々 に わ か っ て き

た。 海外参加者は 自 ら のルー ツ がやは り 沖縄に あ

る こ と を 、 県内参加者は世界 中 に沖縄の仲間 が い

る こ と を 知 り 、 連帯感が生まれた と 同 時に ウ チナ
ー ネ ッ ト ワ ー ク の さ ら な る 広が り に対す る 意識

も 強 く な っ ていた よ う だ。 県内参加者にお い て は 、

海外参加者 よ り も 沖縄 の 事 を 知 ら な い 自 分 を 恥

じ て い る よ う で も あ っ た。

頭の 中 を整理す る た め に も 、 こ れ ま での体験や

そ こ か ら く る 「想い」 を振 り 返 り 、 それを今後 ど

う 行動に繋げて い く の か を考 え る 時間 が必要で

2013 .08.07 

カ ヌ 一体験
一 日 の主な プ ロ グラム

主な 目 的 ： 沖縄の 自 然体験な ど を通 して環

境学習 をする と と も に 、 参加者同士の絆を

深め る 思い 出 を作 る 。

場所 ： 金武ネイ チ ャ ーみ ら い館

9 : 00 自 然学習 I

13 : 00 総合学習 I

17 : 30 BBQ 

1 8 : 30 交流プ ロ グ ラ ム

20 : 00 キ ャ ン プフ ァ イ ヤー

あ っ た。 過去の ウ チナー ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ 参
加者や WYUA はそ の 良 い事例 （道 し る べ） を示
し て く れた。

金武ネ イ チ ャ ーみ ら い館 で の 二 日 間 は こ れ
ま で の個室では な く 、 畳間 の部屋 （男女別）
に 一緒に就寝 す る こ と に な り 、 更 に 共通体験
が 増 え る こ と で心 と 心 の 繋が り が 強 く な っ た
よ う だ。 も う 国や言葉の壁は な く 、 ワ ー ク シ
ョ ッ プ な ど で も 積極的 に発言 す る 参加者が 増
え た。

一週間の主なプログラム

一 日 目 8/4 （ 日 ）

・ 開講式／オリエンテーション

・ ウェルカムパーティ

二 日 目 8/5 （ 月 ）
・社会学習 I
・ 県知事表敬
・ 移民学習
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三 日 目 8/6 （火）

・歴史学習

・伝統芸能学習



■ 詳細

【 自 然学習 I 】 9 : 00 ~ 1 1  : 30 

目 的 ： 沖縄に生息す る マ ン グ ロ ー ブの生態系
に つ い て 学び、 世界共通の テ ー マ で あ
る 環境問題につ いて考 え る 。

講師 ： ふ く ら し や や 自 然体験塾
場所 ： 金武町大浦湾 ・ 億尾川
プ ロ グラ ム ：
2 グルー プに分かれて 、 交互に 自 然体験
①カ ヌ ー体験
②マ ン グ ロ ー ブ周 辺 を散策

マ ン グ ロ ー ブ観察

沖縄の 自 然 を体 で体験、 海外参加
者は海の美 し さ に感動

参加者は 歩 き な が ら マ ン グ ロ ー ブ の 生態系
を 学ぶ班 と 、 カ ヌ ー に乗 っ て 大海原へ漕 ぎ出す
班に分かれて交互に体験 し 、 頭 と 体を使っ て 自
然 を満喫 し た。 特に海の な い ボ リ ビア か ら 参加
の 2 名 に と っ て は 「夢に ま で見た光景」 で、 か
け が え の な い時間 と な っ た よ う だ。

こ の 沖縄の海を守 る た め に も 、 世界 中 の仲 間
た ち と 環境 問題 に つ い て 取 り 組ん で い か な く
て は な ら な い と 感 じ た よ う で あ る 。

・ 総合学習 I
・ キャンプファイヤー

・ 社会学習 II
• 平和学習

2013 .08.07 

【総合学習 I 】 1 3 : 00 - 1 6 : 00 

目 的 ： 先人た ち が築 い て き たりチナーネッ トワーク を
若者が引 き 継 ぎ、 ど ん な こ と を 行 っ
て い き た いか 、 若 者 な ら で はの視点
か ら ア イ デア を 出 し 合 う 。

講師 ： 世界若者 ウ チ ナ ー ンチ ュ 連合会
事務局長 比嘉 千穂氏

場所 ： 金武ネ イ チ ャ ーみ ら い館会議室
プ ロ グ ラ ム ：
① ネッ トりークの活用方法の ア イ デア 出 し
② 世界若者ウチナーンチュ大会の企画

グルー プ発表の様子

深ま っ て きた ウ チナ ーの 「絆」 、 そ
れ を ど う 繋 げて い く か

本事業の 目 的 で も あ る ウ チナ ー ネ ッ ト ワ ー

ク の活用 • あ り 方 につ い て 、 こ れま で学んで き
た こ と を振 り 返 り な が ら 、 各 グルー プに分かれ
て意見交換 を した。 そ の ア ク シ ョ ン の 一事例 と
し て 「世界若者 ウ チナー ン チ ュ 大会」 を 自 分た
ち で企画す る な ら ど ん な 内容 にす る か、 大学生
や県費留学生 を 仲 間 に加 え 、 和気 あ い あ い と ア
イ デア を 出 し あ っ た。 最後 に発表す る 際 に は審
査員 を置いて各企画案の順位付 け を し た。 一位
は広報やプ ロ グ ラ ム 案 のバ ラ ン ス が 良 か っ た
津嘉山朱里男君率い る ボ リ ビア班だっ た。

六 日 目 8/9 （金） 七 日 目 8/8 （木）
・ 自 然学習 II• 総合学習 II /ill （まとめ）

・ 研修成果発表準備
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・ 閉講式／フェアウェルバーティ



【バーベキ ュ ー】 1 7 : 30 ~ 1 8 :  30 

目 的 ： 自 然の 中 で食 を囲みなが ら 、 国際交流
の 輪 を ひ ろ げ る 。

ゲス ト ：

・ 県費留学生

• 金武町海外移住者子弟等研修生

受入事業の研修生

・ ボ ラ ンテ ィ ア （ヅ ュこ7スタデ ィ過去の参加者）

• WYUA メ ンバー

バー ベ キ ュ ー の様子

国や言語、 年齢の枠 も越えて交流

本事業の OB · OG に加 え 、 世界若者 ウ チナー

ン チ ュ 連合会、 県費留学生、 金武町海外移住者

子弟等研修生受入事業の研修生を招 き 、 BBQ と

キ ャ ンプ フ ァ イ ヤ ー を 実施 し た。

グルー プ対抗 ク イ ズ大会の様子
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【キャ ン プ フ ァ イ ヤー】 1 8 : 30 ~ 21 : oo 

目 的 ： キ ャ ン プ フ ァ イ ヤー交 流企画 を 通 し 、
言葉を超え た 心の繋が り を つ く る 。

司 会 ： ボ ラ ン テ ィ ア （玉城 ・ 仲村）

プ ロ グ ラ ム ：

1 開会式

2 グルー プ対抗ゲーム

( O x ゲーム 、 ジ ェ ス チ ャ ー ゲーム、 リ ア

ク シ ョ ン ゲーム、 ア ーム レス リ ン グ）

3 点火式～ ダ ン ス

4 閉会式

キ ャ ン プ フ ァ イ ヤー での点火式

焚火 を 囲んで歌 う 青春の時間
夕 暮れ時か ら ボ ラ ンテ ィ ア 企画の グルー プ

対抗戦に移 り 、 ゲー ム を通 し て盛 り 上が る 参加

者 た ち。 最後 の締め く く り は キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ

ー を 囲んで、 「 島人の宝」 な ど を歌い ・ 踊 り 一

生の記憶に残 る 時間 を 過 ご し た。

飴玉 さ が し で顔 を真 っ 白 に



2013 .08.07 

参加者の感想か ら 【 四 日 目 】
| 【 本 日 の プ ロ グ ラ ム で得た も の 、 学んだ も の 】 I
・ カヌ一体験を通して、 心をそろえないとうまく進まないことが分かり、 心をそろえる大切さを学んだ。 （ 国 内

参加者 ・ 男 ）
・ 仲間との 時間の大切さを感じた。 （海外参加者 ・ 女）
• これから 、 今の世界のウチナーネットワークについてどう活動 していくかより深く 考えた。 この繋が り を絶

やさず交流していきたい。 （ 国 内 参加者 ・ 女）

| 【本 日 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 疑問点、 自 分 自 身の課題は見つか り ま し た か ？ 】 I
• 海外で移民や沖縄について広まっても 、 沖縄で移民について知っ ている人が少なければ意味がないの

で、 沖縄でどうやって広げていくか考えたい。 （国内参加者 ・ 女）
• この UJS が終わった後のことを何も考えていなかったので、 ワ ークショップで意見を出せなかった。 自 分

の意見を持ち、 伝えられるよう にする。 （ 国 内 参加者 ・ 女）
・ みん な の意 見 を 聞 いて 、 褒 め る だ け で な く 改善点 も 見つ け る べ き だ と 感 じた。 （ 国 内 参加者 ・ 女）

| 【 自 分 自 身が積極的 に学び、 グルー プの取 り 組み に参加 で き ま し た か ？ 】 I
・ 話し合いのとき、 意 見がまとまらず大変だったがスタッフの皆さんが手助けしてくださ り 、 発表することが

できた。 （海外参加者 ・ 女）
・ 意見 を 出 し合い、 グルー プ皆でいい と こ ろ を組み合わせて 一つ の意見 をつ く る こ と が で き た。
・ キャンプファイヤーでは、 沖縄の 曲でとても盛り 上がれて本 当 に良かった。 あんな にはしゃいだの は久し

ぶりだった。 （国内参加者 ・ 女）
・ キャンプファイヤーではグループで協力 して沢 山のゲームに挑戦し、 仲 良く なれた。 （ 国 内参加者 ・ 女）

| 【 ウ チナーネ ッ ト ワ ー ク を担 う 一員 と し て どんな こ と をやっ て い き た い と 思い ま し た か ？ 】 I
• この ウチナーネットワークを広げている WYUA についてもっと知 り 、 自 分もこのよう に未来を広げる人に

なりたい。 （海外参加者 ・ 女）
· WYUA の ワークショップでは海外参加者は今回学んだことを 自 分の 国で伝えたいという人が多かったの

で、 私は沖縄の友達に伝えたい。 （国内参加者 ・ 女）
・ いまの繋がり をどう維持し、 広げ

て い く かをも っ と 考 え て みたい。
（国 内参加者 ・ 女）
• 今 日 のワ ークショップであったよ

う に 、 出 来る こ と な ら海外で行
われる世界若者ウチナ ー ンチ
ュ大会へ参加したいと思った。
ま た 、 沖縄がも っ と好きになっ
た。 （ 国 内 参加者 ・ 男 ）

WYUA の ワ ー ク シ ョ ッ プ ： 若者ウチナーンチュ大会の企画 を体験
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■ 五 日 目 の概要

沖縄の先人た ち が ど の よ う に し て退

し く 生活 し て き た か過去 を振 り 返る

ネ イ チ ャ ーみ ら い館で の 2 日 間 を通 し て 、 参加者

同 士 に友情 が 芽生 え始 め て き た五 日 目 。 沖縄 こ ど

も の 国 と ひめ ゆ り 平和記念資料館 に赴 き 、 参加 生

の祖父母 ・ 曾祖父母の 時代 の 沖縄 に つ い て 学んだ。

平和 の た め に 自 分た ち が で き る こ と

を考 え る

日 本で最大 の 地上戦が繰 り 広 げ ら れ、 県民の 1

/ 4 が犠牲 に な っ た 沖縄。 参加者 と 同世代の 子 ど

も た ち も 学徒 隊 と し て 出 陣 し 、 命 を 落 と し た。 5

日 目 の午後 は 、 ひ め ゆ り 平和祈念資料館の視察 と

平和構築 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 し て 、 戦争の 実態 を

知 る と 同 時 に 、 沖縄が ど の よ う に復興 し て き た か 、

ま た 平和構築 の た め に 現在 ど の よ う な 取 り 組み

が さ れて い る か を 学 ん だ。 ひ め ゆ り 学徒 隊の 生 き

残 り で も あ る 、 島袋淑子館長 の 話 を 聞 き 、 胸 を 打

たれた者 も い た よ う だ。 島袋氏 は 、 「 ウ チナー ン

チ ュ の 子 ど も た ち が 沖縄で交流 し て い る の は 素

敵な こ と 。 平和 だか ら で き る こ と 。 」 と 話 し て く

れた。 館内見学後 の ワ ー ク シ ョ ッ プで は 、 平和構

築 の た め に 自 分た ち に何が で き る の か考 え 、 デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン を 実施 し た。 ワ ー ク シ ョ ッ プで は こ

れ ま で あ ま り 発言 し な か っ た 参加者が 意 見 を 言

っ た り 、 積極的 に発表 し た り す る 姿が 見 ら れ た。

一 日 目 8/4 （ 日 ）

・ 開講式／オリエンテーション

・ ウェルカムパーティ

一週 間 の 主なプログラム

二 日 目 8/5 （ 月 ）
・ 社会学習 I
・ 県知事表敬
・ 移民学習
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ひめゆ り 資料館に て

一 日 の 主 な プ ロ グ ラ ム

主な 目 的 ： 戦前 ・ 戦後 の 沖縄の人々 の 生活を振

り 返 り 、 ど の よ う に し て 遥 し く 生 き て き た か を

学ぶ と 共 に 、 平和 を希求す る 心 を 育む。

場所 ： 沖縄こ ど も の 国／

ひ め ゆ り 平和祈念資料館

9 : 30 社会学習 II

14 : 30 平和学習

19 : 00 パ フ ォ ーマ ンス 練習

資料館見学 中 の イ ン タ ビ ュ ー で、 海外参加者

が 「 沖縄の伝統芸能 に触れ る 機会 は 多い が 、

戦争 に つ い て の 学習 を す る こ と は な い の で 、

興味深い」 と 話 し て い た。 事後 の ア ン ケ ー ト

で も 、 県 内 よ り も 海外参加者か ら の評価が 高

く 、 海外参加者の平和 学習 に 対す る 関心 の 高

さ が伺 え た。

三 日 目 8/6 （ 火 ）

・ 歴史学習

・ 伝統芸能学習



■ 詳細

【社会学習 11 】 9 : 30 ~ 1 2 : 00 

目 的 ： 自 然や人 と の繋が り を 大切 に し て 生
き て き た 沖縄の先人の知恵 を 学ぶ。

講師 ： 施設長 高 田 勝氏
場所 ： 沖縄 こ ど も の 国
プ ロ グ ラ ム ：
① 沖縄の古民家 を見学 ・ 解説
② 藍染体験
③ 豆腐作 り （昼食）

昔なが ら の生活 を体験

藍染体験

沖縄 こ ど も の 国では、 自 然の厳 し さ と 恵み の
な かで、 海や山 、 植物や生 き 物 、 そ して 人 と の
つ な が り を 大切 に し な が ら 生 き て き た沖縄の
生活 と 、 先人の知恵や技術を 学んだ。 園 内 に あ
る 「ふ る さ と 園」 に は昔の沖縄の農家の屋敷が
設置 さ れて お り 、 参加生たち は家屋 を 実際 に 見
て 歩 き な が ら 、 施設長 の高 田勝氏の説 明 を受 け 、
人び と の暮 ら し を感 じ て い た 。 藍染体験 で は
各 々 好 き なデザイ ンの手拭い を 作成。 昼食は シ
ン メ ー ナ ー ビ を 囲 ん で作 り た て の ゆ し豆腐 を
食べ、 昔 な ら で はの食 も 体験 した。

四 日 目 8/7 （水）
・ 自 然学習
・ 総合学習 I
・ キャンプファイヤー

・ 社会学習 Il
• 平和学習

2013 .08.08 

【平和学習】 1 4 : 30 ~ 1 7 :  30 

目 的 ： 平和構築の た め の 取 り 組み を学び、
「平和 を希求す る 心」 を共有す る 。

そ し て 、 一人 ひ と り が平和構築の発
信基地 と な る こ と を 目 指す 。

講師 ： 学芸員 古賀 徳子氏
場所 ： ひめゆ り 平和祈念資料館
プ ロ グ ラ ム ：
① ひめゆ り 平和祈念資料館の展示見学
② ア ニ メ 「 ひ めゆ り 」 鑑賞
③ 平和 吝 つ く る た め の方法 吝 考 え ｀ 共有

「わた し の気持ち 」 ワ ー ク シー

「平和の実現」 と い う テ ー マ に 、
グループで意見 を 一 つ に す る

ひ め ゆ り 平和祈念資料館 で の ワ ー ク シ ョ ッ
プでは、 グルー プ ご と に分かれ、 館 内 を 見学 し
て の感想 を共有 し合っ た。 次に、 平和 な世界の
実現の た め に必要なア ク シ ョ ン に つ い て 、 用 意
さ れ て い た選択肢か ら 優先順位 を つ け て い く
ワ ー ク を行 っ た。 教育が先か、 政治が先かな ど
微妙 な選択に対 し て グルー プ 内 で意見が割れ、
チ ュ ー タ ー が サ ポー ト に入 り な が ら 、 グルー プ
と し て の意 見 を ま と め る 作業 を行 っ た。

六 日 目 8/9 （金） 七 日 目 8/8 （木）
・ 自 然学習 II• 総合学習 II /III （まとめ）

・ 研修成果発表準備
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・ 閉講式／フェアウェルバーティ
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ひ め ゆ り 平和祈念資料館で行っ た平和構築 ワ ー ク シ ョ ッ プの一部 を 下記に紹介 し ま す。

「平和J を つ く る ための 9 つの方法

あ な た が平和 を つ く る た めに 行動する と し た ら 、 どん な方法があ る で し ょ う か。 自 分に何がで
き る の か、 何か ら 始め る べ き なのかを考えてみま し ょ う 。
例 と し て 、 下記に 8 つの方法 を あ げて い ます。 あ な た の ア イ デ ィ ア を加 え て 9 つの 方法に し て
く だ さ い。 そ し て 、 あ な たが取 り 組むべ き こ と 、 重要だ と 思 う こ と を ラ ン ク づ け し て 、 上か ら
0の 中 に 一 つずつ書 き 入れて く だ さ い 。 自 分で記入 し た 後 で 、 グルー プで意見交換 し て みま し
ょ う

A 差別や偏見 を持た な い で 一 人 ひ と り の人間の命 と 尊厳を大切 に す る 。

B 国際交流の活動 を お こ な っ て 外国人 と 友だ ち に な り 、 異文化 を理解す る 。

c どんな形の暴力 も使わない。 他の 人が暴力 を使 う こ と も 許 さ な い。

D 音楽やア ー ト 、 演劇な ど を通 し て 、 平和 を テー マ に し た イ ベ ン ト を 開 く 。

E メデ ィ7 （新聞やテレピ 、 インターネッ ト な ど） を通 じ て 、 平和の大切 さ を 訴え る 。

F ク ラ ス や学校で 、 「戦争」 「平和」 に つ い て 話 し合 う 。

G 他の人 と 意見が対立 し た と き は、 わ か る ま で耳 を傾け、 話 し 合 っ て解決す る 。

H 国 と 国 と の 争 い を 平和的 に解決す る よ う 、 政治家 に は た ら き か け る 。
グルー プ 2 の例

発表例 （グループ2) :
長崎 花菜美、 エステファニ さ ゆ り 高 良 仲程、
比嘉 バネサ ダフネ、 サキハラ タイラ リカルド、
異榮城 駿 （発表者）

ビ
ぼ く た ち の グルー プは、 一番上は全員 A で し た。
個人個人がそ う い う 考 え を 持つ こ と で戦争、 争
いが な く な る の で は な い か と 一致 し ま し た。

口
G と C に 関 し て は 、 人間 と し て 当 然の こ と で、
暴力 は何も 生ま な い 、 話 し合いで解決す る こ と
が 大事だ と 思いま した。

巨昼圃
B に 関 し て は 、 僕の個人的な意見。 異文化 を理
解す る こ と 、 そ の 国が何で困 っ て い る の か も 知
る こ と が 大切。 F は小 さ い頃の教育で、 対話の
思考、 考 え方が養われ る の で は な い か と 思 う 。
D は資料だけみて、 書いて勉強す る こ と も 大事
だが、 音楽、 ア ー ト も 融合すれば若い人 も 興味
を持 っ て く れ る の で は な い か。
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グルー プ 2 の発表

巨
E は先 ほ ど見たア ニ メ 「ひ め ゆ り 」 と かわか り
やすいかた ち で、 絵や映像で伝 え る こ と が で き
る 。 H は ア ルゼ ンチ ン、 ペルー 、 日 本 と 政治家
の評判 が よ ろ し く な か っ た の で順位 と し て は
低い です。 ただ、 外交 も 重要 だ よ ね と の意見 も。

区
I : 世界各国 で平和学習 を行っ て 、 「 子供の世

界か ら 戦争を 消す」 と い う ア イ デ ィ ア も あ っ た。
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参加者の感想か ら 【五 日 目 】
| 【本 日 の プ ロ グ ラ ム で得た も の 、 学んだ も の 】 I
． 昔の人は、 今の人よりずっ と 自 然と共に生きてきたの

だなと感じた。 藍染も初めて体験して、 綺麗に染め ら
れて嬉しかった。 自 然の 力 の すごさやこれを発 見 し
た昔の人もすごいと思った。 （ 国 内 参加者 ・ 女）

・ ひめ ゆ り 資料館で、 映像やお話を聞いて改めて戦争
の恐ろしさを知ることができた。 （海外参加者 ・ 女）

• 海外参加者が初めて沖縄戦について知ったと言って
いたことが意外だった。 平和をつくるためのランク付けをしてどのグル
ープも見た 目 は同 じだけど理由 が全然違ったのが面 白 かった。 （国 内参加者 ・ 女）

| 【 本 日 の プ ロ グ ラ ム にお い て 、 疑問点、 自 分 自 身の課題は見つか り ま し た か ？ 】 I
・ 沖縄の伝統的な物産や民芸 について他に ど んな も の が あ る の か知 り た い。 （国 内 参加者 ・ 女）
・ どうすれば平和 になるか ？ という難しい議題で話し合い 、 小さな一 つのグループでも意見が合わなかっ

た。 それが国と国の対立になると 、 どうすればいいのかなどの疑問が 出た。 （海外参加者・ 女）
・ 沖縄以外の 国の人々 は沖縄戦をみてどう思ったのかもっと知 りたい。 （ 国 内 参加者 ・ 女）

| 【 自 分 自 身が積極的に学び、 グルー プの取 り 組み に参加 で き ま し た か ？ 】 I
・ 今 日 は空いている時間 に 自 分からみんなに呼びかけてお菓子パーティなどをした。 海外参加者と仲良く

なれて良かった。 （ 国 内 参加者 ・ 男 ）
・ 英語だけでデスカッションもしてみたい。 （ 国内 参加者 ・ 女）
• 平和 について初め て実体験した。 怖かったり気持ち悪く なったり したが 、 グループで取り組んだ平和 に

ついてのまとめで、 平和のありがたさを感じた。 （ 国 内参加者 ・ 女）

| 【 ウ チナーネ ッ ト ワ ー ク を担 う 一員 と し て どん な こ と をや っ て い き た い と 思い ま し た か ？ 】 I
• 自 分の意見をもつことと、 他人の意見を受 け入れるのも大切。 （海外参加者 ・ 女）
• 他国の友達を作り 、 お互いを理解できる人になりたい。 平和のため にウチナー ンチュとして 自 分が できる

初めの一歩だと思う。 （国内参加者 ・ 女）
・ 歴史を 自 分 自 身が知ること。 そして、 それを知 らない

人 々 へも伝え られる語学力 、 積極性が大切だと思う。
（国内参加者 ・ 女）

・ 私は石垣島か ら ひ め ゆ り に 初 め て 来 ま し た。 1 7
歳の 自 分が戦争に駆 り 出 さ れた ら こ ん な悲惨な
体験 を し た の か と 悲 し く な り ま し た。 そ し て 自 分
が今何をすればい い の か考 え る 事が で き ま し た。
大学生に な っ て か ら も 見学に来て 、 そ の と き に何
を感 じ ら れ る か、 こ れか ら も 学び続 け て い き た い
と 思い ま す。 （ 国 内 参加者 ・ 女）
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ひめゆ り での学習 を 終 え ての感想
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■ 六 日 目 の概要

こ の旅で何を学び、 感 じ た か、 意見

を 出 し合い な が ら 発表作成
こ れ ま で の 5 日 間 で移民 ・ 伝統工芸 • 平和 ・ 社

会 ・ 歴史 ・ 自 然学習 と 盛 り 沢 山 の 内容で学び を深

め て き た 参加者た ち。 毎 日 が 充 実 し て い た も の の 、

心身 と も に少 し疲れが 見 え て き た。 6 日 目 は こ れ

ま で の体験 を じ っ く り 振 り 返 る 時間 を持 っ た。

レ ビ ュ ー シー ト な ど を も と に 、 一 日 一 日 を 振 り

返 っ て み る と 、 体験か ら の 学びや参加者 と の 交流

の 中 で、 色 ん な影響 を受 け て 自 分 自 身 の成長 し た

り 、 変 わ っ て い っ て い る の が わ か っ た。

そ れ ら を グルー プの 中 で共有 し 、 最 も 大切 に し

た い 「沖縄の 宝」 に つ い て ま と め 、 明 日 の研修成

果発表 会 で ホ ー ム ス テ イ 先や 関係者 に 向 け て 発

信す る こ と に な っ た。

組踊 の練習 も い よ い よ 大詰め
翌 日 に フ ェ ア ウ ェ ルパ ー テ ィ で の披露 を控 え 、

空 き 時間 を 見 つ け て は練習 を 重 ね て き た 組踊 パ

フ ォ ーマ ン ス も い よ い よ 仕上 げの段階。

最後 に も う 一 度 T A O フ ァ ク ト リ ー の メ ンバ
ー に 指導 を受 け 、 舞台 と な る 体育館で細 かな手の

動 き や陣形 を含 め確認 し た 。 う だ る よ う な 暑 さ の

中 、 汗 を 流 し な が ら も 必死 に 講師 に つ い て い く そ

の 姿は以前 よ り も 何倍 も 遅 し く 見 え た。 あ ま り の

難 し さ に最初 は音 を 上 げ て い た参加者 も 、 今 で は

音楽が流れ る と 自 然 に体が 動 き だ し 、 食事 中 で も

リ ズム を 口 ず さ ん でい る ほ ど だ っ た。 み ん な で宿

泊 す る の も 本 日 が 最後。 翌 日 の 準備が 済 ん だ参加

大切 に し た い沖縄の 宝 を ポス タ ー で表現

一 日 の 主 な プ ロ グ ラ ム

主 な 目 的 ： こ れ ま で の 学習 の 振 り 返 り ・ ま

と め を行い 、 翌 日 の発表会 に備 え る 。

場所 ： JICA 沖縄国際セ ン タ ー

9 : 00 総合学習 II

1 3 : 00 総合学習 rn

19 : 30 伝統芸能学習 II

者 た ち は 、 寝 る 時間 も 惜 し い よ う で 、 宿泊 施

設 に あ る 談話室や カ ラ オケ ルー ム に 集 ま っ て

談笑 し た り 、 歌 っ た り 踊 っ た り と 交流 を深 め

て い た。

そ の場 に はす で に 国境や言葉 の 壁 は な く 、

同 じルー ツ を持つ ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て の 大

き な家族 の よ う に 見 え た。

一週 間 の 主なプロ グラム

一 日 目 8/4 （ 日 ）

・ 開講式／オリエンテーション

・ ウェルカムパーティ

二 日 目 8/5 （ 月 ）
・ 社会学習 I
・ 県知事表敬
・移民学習
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三 日 目 8/6 （ 火 ）

・ 歴史学習

・ 伝統芸能学習
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■詳細

【総合学習 11 】 9 : 00~ 1 2 : 00

目 的 ： ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ を通 し て 共 に学ん
だ こ と か ら 「沖縄の宝」 を 探 し 、 宝
モ ノ を残 し 、 守 っ て い く た め に ネ ッ
ト ワ ー ク を活用 し 、 共 に で き る こ と
を 考 え る 。

講師 ： 沖縄 NGO セ ン タ ー 金城 さ つ き 氏
比嘉 カロリーナ氏

プ ロ グラ ム ：
① ア イ ス ブ レ イ ク （ あ な た の 良 い と こ ろ ）
② 身の 回 り の沖縄 • 海外 ワ ー ク
③ りチナーヅ ュこ7スタデ ィで見つ けた 「 宝 モ ノ 」

沖縄の 宝 と は何か ？ そ し て それ を
守 る た め に 自 分た ち に 出 来 る 事

本格的 な ワ ー ク シ ョ ッ プに入 る 前 に 、 ア イ ス
ブ レー ク を兼ねて 、 お互いの長所 を ポ ス タ ー の
裏紙で作っ た ポ ンチ ョ （ 中南米の貫頭衣） に書
き 込むア ク テ イ ビテ ィ を し た。 面 と 向 かっ て褒
め合 う の は難 し い事だが 、 背 中 に書 く こ と で 、
認 め合 え る ＝意見の 出やすい雰囲気 を作っ た。
チ ュ ー タ ー な どの ス タ ッ フ も 一緒 に参加 し て 、
新鮮な気持 ち を味わっ た。

互いの長所を ポ ン チ ョ に書き込むワ ー ク

仲間か ら の沢山の褒め言葉を も ら う

参加者は 毎 日 プ ロ グ ラ ム の 終 了 後 に レ ビ ュ
ー シー ト を使 っ て そ の 日 の 学 びや 自 分 自 身 の

J 課題な ど を記入 し て いた。 それ を基に振 り 返 り
を行い、 こ の旅 を 通 し て の学びが 自 分に ど ん な
影響 を 与 え た の か を そ れぞれ グルー プ の 中 で
共有 し合っ た。

そ し て今後 も 守っ て い き た い 「沖縄の宝」 と
は何な の かを 考 え 、 そ れ を 関係者に も 共有す る
た め の発表方法 を 考 え た。 グルー プの特徴に合
わせて ポ ス タ ーや劇 な ど表現方法は様 々 だ っ
た。 そ の後 、 プ レ発表会 を行 っ て 、 それぞれの
改善点 な ど を 出 し合い、 明 日 の研修結果発表会
に備 えた。

ー0
9

 
沖縄の宝 と は何か ？ （ ウ ェ ビ ン グ）

四 日 目
・ 自 然学習
・ 総合学習 I
・ キャンプファイヤー

・ 社会学習 II
• 平和学習

六 日 目 8/9 （金）
・ 総合学習 II /ill 
・研修成果発表準備

七 日 目 8/8 （木）
・ 自 然学習 II
・ 閉講式／フェアウェルハ

゜
ーティ
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【総合学習m 】 1 3 : 00-1 7 : 00
目 的 ： こ れま で の学びや気付 き の 中 か ら 最

も 伝 え た い こ と を ま と め、 研修発表
会 の 準備 を す る 。

講師 ： 沖縄 NGO セ ン タ ー 金城 さ つ き
比嘉 カロリーナ

プ ロ グ ラ ム ：
① 研修発表会準備
② 模擬発表会

模擬発表会の様子

翌 日 の研修発表会 に 向 けて準備
自 分た ち は何を学び、 何を大切 に し て い き た

い の か、 グルー プ ご と に意見 も ま と ま っ て き た。
そ の ま と め を し て い る 最 中 、 こ の旅 も 終わ り が
近づい て い る こ と を認識 し た の か、 泣 き 出す参
加者 も い た。 し つ か り と 学ん で き た こ と を周 り
に も 伝 え よ う と 気 を 取 り 直 し て み な ー所懸命
取 り 組んでいた。

それぞれの プ レゼ ン を見て改善点 を あ げ る
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【伝統芸能学習 n 】 1 9 : 30 - 21 : oo 
目 的 ： 組踊パ フ ォ ーマ ンス の総仕上 げ
講師 ： TAO フ ァ ク ト リ ー 蔵嘗慎也氏他
プ ロ グ ラ ム ：
① 準備体操
② パー ト 別 練習
③ 全体練習

力 強 い男性パー ト 練習

泣いて も 笑 っ て も 最後の練習
ツ ア ー3 日 目 か ら 毎 日 稽古 を 重ねて き た 、 組

踊パ フ ォ ーマ ン ス の練習 も 今 日 で最後。 パー ト
別 の 振 り 付 け は 大 体覚 え る こ と が 出 来た よ う
だ っ た。 し か し な が ら 、 そ れぞれのパー ト を
組み合わせ一 つ の 舞台 にす る の は更 に 一 苦労
が 必要だ っ た。

TAO フ ァ ク ト リ ー の蔵嘗氏 に 再び来 て い た
だ き 、 最後 の総仕上 げ を し た。 最初の 頃 と 顔つ
き も 変 わ っ て 見 え た。

あでやか な女性パー ト 練習
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参加者の感想か ら 【六 日 目 】
| 【本 日 の プ ロ グ ラ ム で得た も の 、 学んだ も の 】 I
・ 一週間前に出会ったばかりだけど、 UJS が 終わってみんなと離れるのがとても寂しい。 （海外参加者 ・ 女）
• UJS で学んだことで 自 分が成長したことを実感した。 みんなの発表を聞いて、 いろんなことを思い出 し涙

が 出た。 本 当 にみんなと離れるのがとても寂しい。 （ 国 内 参加者 ・ 女）
• UJS の場の よ う に異な る 国 々 の人同士の 交流が必要で あ る こ と を 実感 し 、 沖縄の宝 に つ い て も

深 く 考 え た。 （海外参加者 ・ 女）
• 今回 の研修 を振 り 返 る と 、 ど の プ ロ グ ラ ム も 最高 で沖縄の文化 を学ばな ければな ら な い と い う

結論に達 した。 （海外参加者 ・ 女）
・ 沖縄 の ア イ デ ンテ イ テ ィ ＝ 宝な ど 沢 山 の人 の意見が 聞 け て 良か っ た。 大切 な の はそ の宝 を 考 え
よ う と す る 「心」 だ と 思っ た。 （海外参加者 ・ 女）

| 【本 日 の プ ロ グ ラ ム にお い て 、 疑問点、 自 分 自 身の課題は見つか り ま し た か ？ 】 I
• 海外で ど の よ う に沖縄の 文化 を継承 し て い く か。 （海外参加者 ・ 女）
・ 「い ち ゃ り ばち ょ ー で一 」 の精神 を広 め る た め に 自 国で出来 る 事 を 考 え た。 （海外参加者 ・ 女）
・ 参加者の みんな と 離れて も 、 こ の絆 を 忘れず に仲 良 く し て い き た い。 （海外参加者 ・ 女）

| 【 自 分 自 身が積極的 に学び、 グルー プの取 り 組みに参加 で き ま し た か ？ 】 I
・ ワ ークショップでは、 自 分のことを改めて見直すことができた。 また、 グループで協力して 、 発表会のまと

めを完成させた。
• 私の グルー プでは私の 国 の言語 も 英語 も 話 さ なかっ

た の で チ ュ ー タ ー を 常時必要 と し 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
が難 しかっ た。 ま だ 日 本語が わ か ら な い の で勉強 し た
い。 （海外参加者 ・ 女）
• 明 日 の研修発表会 で グルー プでま と め た意見や仲 の

良 さ を伝 えたい。 （海外参加者 ・ 女）

| 【 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク を 担 う 一 員 と し て ど ん な こI
Iと をやっ て い き た い と 思い ま した か ？ 】 I
• UJS が終わっても 、 みんなと連絡を取り合いたい。 （海外

参加者 ・ 女）
• ここで知 り合ったウチナーンチュとコンタク トを取 り続け、 沖縄
の歴史 ・ 文化について学んでいく。 前に進んでいくために。
（海外参加者 ・ 女）
・ 県人会などの沖縄関係のイベントに参加する。 今回の参
加者と SNS でコミュニケーションを取り続ける。 （海外参加
者 ・ 女）
・ 移民 した我々 の祖先、 そ し て そ の ルー ツ を大切 に し

て い き た い。 （海外参加者 ・ 女）
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研修を振 り 返 り なが ら 感極ま る参加者



■ 七 日 目 の概要
仲間 の絆を糧に成長 した姿を披露。

学 習 プ ロ グ ラ ム 最終 日 の 午前 中 は沖縄の 誇 る
美 ら 海を思い切 り 満喫 した。

学び尽 く し だ っ た参加 者 は 心身 と も に リ フ レ
ッ シ ュ し た様子で、 午後 か ら の研修報告会 に 向 け
てエネルギー を 充填 出 来た よ う だ。

沖縄国際セ ン タ ー に戻 り 、 着替 え ＆ 昼食 を済ま
せ る と も う 研修成果発表会の 時間 と な っ た。 前 日
に ま と め た研修の成果 を グルー プ ご と に ま と め 、
一 週 間 の 間 に 生 ま れた 「絆」 の大切 さ を発表 し た。
修了式で は ジ ュ ニ ア 大使認証状が授与 さ れ、 こ の
経験 を 生涯忘れ る こ と な く 、 沖縄 と 海外 と の 懸 け
橋 と な る 事 を誓い合っ た。

一 日 の主 な プ ロ グ ラ ム

目 的 ： こ れま での研修の成果 を伝え る 。 参
加者の 一生の思い 出 を作 る 。

場所 ： JICA 沖縄国際セ ン タ ー

9 : 00 自 然学習 II
14 : 30 研修成果発表会
1 5 : 00 修了式
1 6 : 30 フ ェ ア ウ ェ ルパーテ ィ

そ し て も う 一 つ の集大成 で あ る 組踊パ フ
ォ ー マ ン ス の披露が フ ェ ア ウ ェ ルパーテ ィ
で行われた。 直前 に は不安そ う な 面 持 ち も
見 ら れた が 、 衣装 に腕 を通す と 表情 が 一 変
し た 。 雄大 に踊 る そ の 姿 は 、 自 信 と 誇 り に
溢れて い た。

組踊パ フ ォ ーマ ンス
一週間の主なプログラム

一 日 目 8/4 （ 日 ）
・ 開講式／オリエンテーション
・ ウェルカムパーティ

二 日 目 8/5 （ 月 ）
・ 社会学習 I
・ 県知事表敬
・ 移民学習
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三 日 目 8/6 （火）
・ 歴史学習
・伝統芸能学習



■詳細

【 自 然学習 11 】 9 : 00~1 2 : 00

目 的 ： 沖縄の美 し い 自 然 を知 る 。 参加者 同 士
の交流を深め る 。

場所 ： 西原キ ラ キ ラ ビー チ

西原 き ら き ら ビーチ に て

沖縄の美 ら 海 を満喫、
い思い 出 に

忘れ ら れな

時 間 の 関係上、 イ ノ ー観察や ビーチ コ ー ミ ン
グ の 出 来 る 自 然の ビー チではなかっ た が 、 それ
で も 海外参加者 は透 き 通 っ た海水 と 真 っ 白 な
砂浜に感動 し た様子で、 各 々 泳いだ り 、 砂遊び
を し た り して楽 し んだ。

ビーチサ ッ カ ー で は さ すが南米の参加者 と
言 わんばか り の活躍で、 ブ ラ ジルやアルゼ ン
チ ン の参加者が ゴール を連発 し て いた。

初 め て海 を 見た と い う ボ リ ビ ア か ら の参加
者は、 「 テ レ ビやイ ン タ ーネ ッ ト で知 っ て は
い た も の の 、 沖縄の海が こ ん な に素晴 ら し い
も の だ と は思わ なかっ た。 こ の海 を末来に も
残すた め に も 環境問題 につ い て も 一緒に考え
て い き たい」 と 述べ、 自 然保護の 良い動機づ
け に な っ た よ う だ。 皆では し ゃ ぐ横で、 少 し

四 日 目 8/7 （水）
・ 自 然学習
・ 総合学習 I
・ キャンプファイヤー

五 日 目 8/8 （木）
・ 社会学習 II
• 平和学習

2013 .08 . 1 0  

悲 し い 顔 を し て い る 海外 女 性 参 加 者 が い
た。 ど う し た の か尋ね る と 、 「 こ の楽 し い 夏
が 終わ っ て し ま う と 思 う と と て も 寂 し い 」
と セ ンチ メ ン タ ルな気分に な っ て い た よ う
だ。 楽 し い時間 は刹 那 に過 ぎ て し ま う が 一

生の思い出 に な っ た に違い な い。

六 日 目 8/9 （金） 七 日 目 8/8 （木）

・ 総合学習 II /III （まとめ）
・研修成果発表準備
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【研修成果発表会 ＆修了式】 1 4 : 30-1 5 : 30

目 的 ： 研修の成果 を発表 し 、 ウチナーネッ トりーり を 担

う 次世代のリーダ ー と し て 自 覚 を養 う 。

場所 ： J I CA 沖縄国際セ ン タ ー 多 目 的室

司 会 ： 交流推進課 渡嘉敷 礼

プ ロ グ ラ ム ：

① 研修成果発表会

主催者挨拶 沖縄県知事公室参事監

古波蔵 健

研修成果発表 参加者 (6 グルー プ毎）

② 修 了 式

沖縄ヅ ュこ7大使認証授与 渚杉ヰ参寸］口者t

修 了 証授与 県 内参加者

感謝状贈呈授与 青年 リ ー ダー

沖縄 と 海外の交流の懸 け橋へ
一週 間 の 学習 プ ロ グ ラ ム を通 じて参加者 は 、 何

を 学び、 大切 に し て い き たい と 感 じた か ？ 各 グル
ー プでま と め た結果、 そ の ほ と ん ど が ウ チナー ン

チ ュ と し て の 「絆」 や 「 い ち ゃ り ばち ょ ー で一 」

の精神だっ た。 それ ら をそれぞれの表現方法で発

表 し 、 来場 し て頂いたホ ー ム ス テイ 先や両親な ど

の家族、 学校の先生な ど の 関係者へ伝 え た。

修了証を受取 る 姿は一 回 り 大 き く 見 え た。

ゲ ループ 1 ホ
゜

スターで世界に広がるりチナーネッ トりーり を表現

ゲ ループ 2 ダ ンスで UJS で 成長す る参加者を表現
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ゲ ループ 4 絵でイチャリバ チ3 ーデ ーのイベ ン ト を表現

ゲ ルーフ
゜

5 ポス タ ー でイチャリバ チ3 ーデ ーの心 を表現

ゲ ループ 6 劇 で海外 と 沖縄の絆を表現

緊張の面持ち で参事監 よ り 認証状 を 受 け取 る



【 フ ェ ア ウ ェ ルパーテ ィ 】 1 6 : 30 ~ 1 9  : 00 
目 的 ： UJS の全て の 関係者に感謝の気持ち を伝

え 、 最後の思い出 と な る 時間 を過 ごす。
場所 ： J I C A 沖縄国際セ ン タ ー 体育館
司 会 ： ボラ ン テ ィ ア （金城 ・ 並里）
プ ロ グラ ム ：
開会の挨拶 沖縄県知事公室交流推進課

課長 照喜名 一

～参加者入場 ＆パ フ ォ ーマ ンス ～

（協力 TAO Factory) 
乾杯の音頭 沖縄ペルー協会会長 比嘉 憲太郎

県 内参加者か ら の挨拶 城間 愛里
海外参加者か ら の挨拶 比嘉 l\｀ ネサ ダ フネ

～食事 ・ 懇談 ・ 余興～

1 .  ゲ ンス （プ うヅ ｝レ）

2. tップ ホップ タ｀ ンス
3 .  ホ｀ イス／I゜ ーカッション
4. タンコ｀ （アルゼ ンチン）

5 . 点 リビ 7伝統舞踊
6. 島人ぬ宝合唱

金城 梨枝、 当 間 チエミ

花城 光花留 、 城間 ち えみ

長崎 花菜美
プ ースクリ 海 セサ・ ール りリストロり
我謝 マリ7、 比嘉 l＼・ ネサ
我謝 n ド リゴ アン ド レス
津嘉山 朱里男 ， 真榮城 茜

サキI\う リカルド 、 トカシキ 7ンド レス
城間 愛里

7. スうイ ド シ3ー ＆送る言葉 点 うンティ7そ の 他有志

8. 閉会の ご挨拶
直榮城 駿 ， 城間 けタ チエミ

JOCA沖縄 佐藤 豊

多国籍な余興の数々
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感動の フ ィ ナー レ。 贈 る 言葉はい
っ て ら っ し ゃ い
修 了 書及 び ジ ュ ニ ア 大使認証状 を 受 け 取 っ
た参加者は、 無事研修が終 わ っ た安堵感 に 浸
る の も つ かの間、 フ ェ ア ウ ェ ルパーテ ィ での
組踊パ フ ォ ー マ ンス の 準備 に 取 り 掛 か っ た。
最後 の リ ハー サルを終 え て 、 関係者の待つ体
育館の舞台か ら 堀爽 と 登場 し 、 見事な演技 を
終 え た 時 は会場 中 に 響 く ほ ど の 大 き な歓声
が上が っ て いた。

舞台の幕があが り 、 荘厳な雰囲気で始ま る

沖 縄県 の 照 喜名 課長やペルー 協 会 の 比嘉 会
長 か ら は 「参加者の顔つ き が 変 わ っ て 成長 し
た姿が見れた」 と の感想が 出 て い た。 こ の事
業の意義 を 再確認す る こ と が 出来た。

それぞれの余興 も 賑やかに 、 自 信に 満 ち溢
れた表情で催 さ れ、 最後 は会場全体で 「島人
ぬ宝」 の 大合唱 を し た。 そ し て 一週 間 の思い
出 が詰ま っ た ス ラ イ ド シ ョ ー を 見 て 、 ほ と ん
ど の 参加者が泣き 出 し 、 別れを惜 し んでいた。

ホームステイ 先や支え て く れた関係者と



■報告会の概要

JICA 国際協カ ・ 交流 フ ェ ス テ ィ バル

で報告会
学習 プ ロ グ ラ ム が 終 了 し て 約 3 か月 後 、 JICA

沖縄国際セ ン タ ー で 開 かれた国際協カ ・ 交流 フ ェ
ス テ ィ バルの 開催会場で報告会 を行っ た。

学習 プ ロ グ ラ ム で の 学びや気付き を ト ー ク セ
ッ シ ョ ンの形式で振 り 返 り 、 移民かる た を使 っ て
一般来場者 に も 楽 し み な が ら 移民の 歴史や UJS
事業 を 知 っ て も ら う 時間 を設けた。

参加者に強い影響を与えた UJS
ト ー ク セ ッ シ ョ ンでは、 県内参加者 を代表 し て 、

大 久英美 さ ん に登壇 し て も ら い、 今回 の プ ロ グ ラ
ム での 出 会い が 、 そ の 後 の学生生活 に強い影響 と
与 え 、 学ぶ意欲 が 向 上 し て い る と い う 、 自 分 自 身
に与えた影響 を語っ て も ら っ た。

海外参加者か ら 代表 し て 、 花城光花留 さ んか ら
はビ デ オ｝ ッセーヅ を 通 じ て 、 UJS に参加 し た こ と で
自 分 自 身の ア イ デ ンテ イ テ ィ が確立 さ れて 、 生 き
方 に影響 を 与 え た こ と を会場へ伝 え て も ら っ た。

移民かる た の 最中 に も 、 そ の絵札 に 関す る エ ヒ°

ソ ー ド を 各参加者が 一 人ずつ語 り 、 一般来場者の
方に、 UJS で どの よ う な 学びが あ っ たの かを伝え
る機会を設けた。
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沖縄県知事公室長 又吉氏に よ る 開会挨拶

主なプログラム

目 的 ： 学習 プロ グ ラ ム の振 り 返 り をする と 共に 、
一般県民に も U J S について知っ て も ら
い、 その意義や 目 的 を共有する。

時間 ： 13 : 30 ~ 1 s : oo 
場所 ： J I C A沖縄国際セ ンタ ー

人数 ： 30 名 （県内参加者 13 名 、 一般 13 名 ）
進行 ： JOCA 沖縄 我如古
1 3 : 3 0 主催者挨拶 · 事業概要説明
1 3 : 3 5 ト ー ク セ ッ シ ョ ン

（りチナーネッ トリークの大切 さ について ）
1 3 : 5 0 海外参加者の ビ デ オメッセーシ｀

1 4 : 0 0 移民か る た大会

ト ーク セ ッ シ ョ ンの様子



■ 詳細

【 ト ー ク セ ッ シ ョ ン】 1 3 : 35 ~ 1 3 :  50 

目 的 ： UJS 事業 に つ い て 、 様 々 な立場の関係
者の視点か ら 振 り 返 る 。

登壇者 ： 大久 英美 （八重山高校）
金城 さ つ き （沖縄 NGO センクー）
比嘉 カロリーナ （元県費留学生）

テ ー マ ：
① ジ ュ ニ ス タ で 印象に残 っ て い る シー ン
② 自 分 自 身 に ど う 影響 を 与 え たか
③言葉の壁
④平和への思 い
⑤ ジ ュ ニ ス タ の 宝 モ ノ 「 O N C りークショッフ ゜ か ら 」

言葉の壁を乗 り 越 えた 出会い
県 内 参加者の 大久英美 さ ん と 、 学習 プ ロ グ ラ

ム に て 移 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 担 当 し た
ONC の金城 さ ん、 そ し て海外参加者の代弁者 と
し て 元県費留学生であ り 、 ボ ラ ンテ ィ ア と し て
お手伝い頂い た比嘉 さ んの 3 名 で ト ー ク セ ッ
シ ョ ンを行っ た。

県 内 • 海外参加者共に言葉の壁 を乗 り 越 え な
が ら 友情 を 育んだ時、 は じ め て 「い ち ゃ り ばち
ょ ー で一 」 の意味を 知 る こ と が 出 来 る 事。 そ の
仲 間 が 世界 中 に居 る こ と を胸 に 、 戦争 の な い世
の 中 を沖縄か ら 発信 し て い き た い こ と 。 そ して
UJS で沢 山 の 出会 いや学びが あ る こ と を 周 囲
に も 伝 え て い き た い な どの想い を伝えた。

ト ー ク セ ッ シ ョ ンの様子 2

I 
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【移民かる た大会】 1 4 : 00 ~ 1 5  : 00 

目 的 ： 移民か る た を通 じ て移民の歴史 を 知 る
と 共 に 、 UJS 事業の理解促進 を 図 る 。

進行 ： 青年 リ ー ダー 直榮城 駿
プ ロ グラ ム ：
① 移民かる た の説明
② 絵札に 関 す るIt

° ‘)ー ド 発表 （ 県 内参加者）
③ 優勝チーム表彰

県内参加者が ホ ス ト と な っ て UJS
での体験を伝 え る

海外参加者か ら の ビデオメ ッ セ ー ジの後、 フ
ェ ス テ ィ バ ル に 来場 し て い る 一般参加者 も 含
め て 、 移民か る た 大 会 を 実施 した。 青年 リ ー ダ
ー の 填榮城君が絵札 を読み上げて 、 か る た を取
っ た本 人 が 裏 面 に 記載 さ れ て い る 移民の歴史
について 読み上 げ る 形 を と っ た。 そ し て そ の歴
史 に 関す る UJS でのエ ピ ソ ー ド を各テ ー ブル
に配置 し た 県内参加者が発表 し 、 か け が え の な
い学びや 出会 い が あ る 事 を伝 え た。

海外参加者か ら の ビデオメ ッ セ ー ジ

自 然 ・ 観光 ・ 食べ物 · 行事な ど
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( 1 ) 海外参加者

太田 メリッサ Iヽ・ りう (14) 

Ota Mel issa Paula 
レスブ リ ッシ｀ 沖縄文化協
会 （カナが ）
特技 ： 三線 ・， 空手 ・
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キt· トヘ ー カーヨ 司 (15) 
Kibodeaux Kyle  
Tsukasa 
沖縄県人会アトうンク
特技 ：
バ イオリ ン ・ ホ｀ ーリ ンク‘



クイヤス マイケル 堀 田 (15)

Tyus Michael Hotta 

北米沖縄県人会

特技 9
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エステ7ァニ さ ゆ り 高 良

仲程 (17)

Estefani Sayuri 

Takara Nakahodo 

メキシコ沖縄県人会

特技 ： メキシカンク
や

ンス



津嘉山 朱里男 (16)

Tsukazan Jurio 

ボ リ ビア 沖縄県人会

特技 ：

ボ リ ビア伝統舞踏 ．
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真榮城 茜 (16)

Maeshiro Akane 

ホ
ャ

リ ヒ
ャ
ア沖縄県人会

特技 ：

mt
ャ

ア伝統舞踏 ・

トうンペ ッ ト ・ エイ サー



田 野 金城
ヤう 梨枝 (16)

Yara Rie Hatano 

ブラ ジル沖縄県人会

50 

波花城 アナ Iヽ
゜

りう

光花留 (15)

Ana Paula Hikaru 

Hanashiro 

ブラ ジル沖縄県人会
特技 ： が ンス ・ ヒ゜ アJ



当 間 ク万ゾ ン

討
さ
ネ チエミ （ 16)

カンホ
゜

ク方ンデ 沖縄県人会

特技 ： ダンス ・ 折 り 紙
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サキIヽラ クイう リカルド (17) 
Sakihara Taira 
Ricardo 
ヘ

゜
た沖縄県人会

特技 ： ゴサー ・ 三線 ・

楽器演奏



トカシキ クニが ミ アンド レ (17)

Tokashiki Kunigami 

Andres 

ヘ
゜
た沖縄県人会

ゴ小 ・ 三線 ・ 楽器演奏
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我謝 マリア カn リ ーナ (19)

Gaja Maria Carouna 

アルゼ ンチ ン 在亜

沖縄県人連合会

タ ン ゴ



比嘉 Iヽ
｀
ネサ ク

‘
7ネ （ 18)

Higa Vanesa Dafoe 

在亜沖縄県人連合会

特技 ： バ レー ・

アルゼ ンチ ン タ ン ゴ
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我謝 n ド リコ
中

アンド レ （18)

Gaja Rodrigo Andres 

在亜沖縄県人連合会

特技 ： タ ン ゴ



アブ デ ルカテ
，， ール オド レイ

7ェリシテ ルイス
‘

(15) 

AbdelKader 
｀ Felici  te;Louise 

ニューカレド ニア沖縄 日 系人会
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城間 けク ち え (24)

Shiroma Tiemi 

7• うヅ ル カ淋° ゲ う ‘ノテ
｀

沖縄県人会

特技 ： ク
｀
ンス ・ ゴサー ・

三線



(2) 県内参加者

仲間 綺 (14)
Aya Nakama 

知念中学校
特技 ： チェn . t° ア） ．
バ ド ミ ン ト ン

仲間 妃奈 (13)

Hina Nakama 

浦西中学校
特技 ： バ ド ミ ン ト ン

55 



岸本 妃南子 (13)
Hinako Kishimoto 

普天間 中学校
特技 ： t ゜ ア） ・ 習字 ・

そ ろ ばん ・ Iヽ 、 ド ミントン
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長崎 花菜美 (17)
Kanami Nagasaki 

那覇西高校
特技 ： ヒ ッ プホ ッ プ ・

空手



佐和 田 梢 (16)
Sawada Kozue 

向 陽高校

特技 ： エイ サー ・
ピア ノ
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山川 賢也 (16)
Kenya Yamakawa 

向 陽高校

特技 ： エイ サー ・
ノゞ レー
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百次 あ ゆみ (16)
Ayumi Momoji 

球陽高校
特技 ： 泡瀬京太郎



城間 愛里 (18)

Airi Shiroma 

球陽高校

特技 ： 三線 ・ 書道
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平良 樹里 (15)

Jul ie Taira 

沖縄尚学高校

特技 ： 空手 ・ 暗算 ・

ピア ノ



ブ ースクリ 海 サ
｀ ール

クリストnり (15) 

Bousckri.Kai 

沖縄尚学高校

特技 ： が オイスIヽ
゜ ーカッション
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金城 佳恋 (16)

Karen Kinjo 

沖縄尚学高校

特技 ： 空手 ・ バス ケ



上原百代 (17)

Momoyo Uehara 

名 護高校
特技 ： 吹奏楽
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大浜 秀吾 (18)

Shugo Ohama 

名 護高校
特技 ： 野球



大久 英美 (16)

Hidemi Daiku 

八重山高校

特技 ： µft-- ・ 空手 ・

ノゞ レー

渓榮城 駿 (21)

Shun maeshiro 

沖縄国際大学

特技 ： ス ポー ツ全般
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平成 25 年度 ウ チナー ジュ ニ ア ス タ デ ィ ー事業ア ンケー ト と り ま と め

ア ンケー ト 回収率 ： 81 % 【 参加者 ： 県内 16 名 、 海外 ： 1 6 名 回答者 ： 県 内 12 名 、 海外 ： 14 名 】

1 - 1 . 事前学習 (7 月 6 • 20 日 ） の評価 と そ の理由 をお聞かせ く だ さ い。 （県内参加者のみ）

( 1 ) 総合

口 非 常 に 良い 5 口 良い 6 口 ど ち ら と も い え な い 0 口 よ く な い 0 口 無回答 l 
(2) 時間

口 妥 当 8 □長 い 1 口短い 2 口 無回答 l
理 由 ・ 研修に参加す る 準備 と 心構 え が で き た。 ・ 事前に た く さ んの事が学べ、 沖縄を知 る 意欲 が わいた。

・ 事前に学習 す る こ と で、 移民の歴史 を知 る こ と が で き 、 プ ロ グ ラ ム の趣 旨 を 理解す る こ と が で き た。
・ 県内 参加者 と 顔合わせが で き て よ かっ た。
・ グルー プでの活動が 多 く 、 他 と 話す機会 が少 な か っ た。 昼食 を は さ む と 、 話す時間 が で き て い い。

総合
無回答

8% 

時間

長 い
9% 

1 - 2 ． ホー ム ス テイ の評価 と そ の理由 をお聞かせ く だ さ い。 （海外参加者のみ）

(1) 総合

□ 非 常 に 良い 1 2  口 良い 2 口 ど ち ら と も い え な い 0 口 よ く な い 。
(2) 時間

口 妥 当 9 □長 い 1 口短い 4 
理由 ・ 親戚 と 会 っ て時間 を過 ごす の は最高だっ た。

・ 自 分の住んでい る 場所の反対側 にい る 家族に会 え る 機会 は滅多 に な い の で 、 と て も よ かっ た です。
• も う 一度親戚に会い、 ひいお じ い ち ゃ んの 3 3 年忌 と お じ さ んの 7 年忌に参加す る こ と が で き た か ら 。
• よ か っ た です。 新 し い友達が で き て 、 親戚に も 会い ま し た。 日 本語力 も 低い し 、 ス ペイ ン語 も あ ま り わ

か ら な い か ら 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を取 る の が難 し か っ た です。

・ 大歓迎 さ れま し た。 ス ペイ ン語が通 じ た か ら 、 言葉の壁が な か っ た です。 そ し て 、 祖父母の歴史 よ り 知
る よ う に な り ま し た。 彼 ら の 経験 を 聞 い て 、 いい勉強 に な り ま し た。 親戚は皆親切 で した。 プ ロ グ ラ ム
に入っ て な か っ た 場所に連れて行っ て も ら い ま した。

総合

良 い
14% 
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時間

長 い
7% 



2 . 学習 プロ グラ ム (8 月 4~10 日 ） の評価 と そ の理由 をお聞かせ く だ さ い。

( 1 ) 総合

【 県内 参加者】 口非常に良い 12 口 良 い 0 口 ど ち ら と も い え な い 0 □ よ く な い 0
【海外参加者】 □ 非常に良い 10 口 良 い 4 口 ど ち ら と も い え な い 0 □ よ く な い 0

（理 由 ）
【 県内参加者】

・ 学校で学べない事や体験で き な い プ ロ グ ラ ム が あ っ た。

・ 沖縄の歴史 な ど も 学べて と て も 興味が あ っ た の で、 本 当 に勉強 に な り ま し た ！
・ 移民学習 、 自 然学習 、 平和 、 ス ポー ツ • • • と 様々 な ジ ャ ンルで交流で き て よ かっ た。
・ 参加者達 と 交流 し て 沖縄に対す る 思い を知 り 、 う ち な ー ネ ッ ト ワ ー ク の繋が り の 強 さ を感 じ る 事が 出 来た。
・ 自 分の知 ら なかっ た移民 ・ 文化 ・ 沖縄が 知れて よ かっ た。

【海外参加者】

・ プ ロ グ ラ ム は よ く 組み立て られま し た。 沖縄に つ い て い ろ い ろ勉強で き ま し た。

• 他の参加者 と 交流す る の に時間が足 り な かっ たです。

・ 非常 に 良 い に つ け な かっ た の は 、 ま だ改善の余地 が あ る と 思 う か ら 。

・ 一 日 中色んな事 を学んでい たので、 ゆ っ く り と メ ンバー と 話す時間 が少 な か っ た な 、 と も 感 じ ま し た。

• 世界 中 に い る ウ チナー ンチ ュ に 出会っ て よ か っ た です。 自 分の ア イ デ ンテ イ テ ィ を見つ けた気が し ま す。
短期 間 で一つ の家族 に な り ま した。

・ 予想 し て い た ほ ど他の参加者を よ く 知 る こ と が で き な か っ た です。

・ バ ラ ン ス の い い プ ロ グ ラ ム で し た。 違 う 文化 の 人 が い た け ど、 い い グルー プが で き ま し た。

【 県 内 】 【海外】 【全体】
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(2) 期 間 （学習 プ ロ グ ラ ム ）

【 県 内 参加者 】 口 妥 当 5 □ 長い 0 口 短い 7 

【 海外参加者 】 口 妥 当 5 □ 長 い 0 口 短い 9 

（理 由 ）

【 県 内参加者 】

. 1 週 間 は あ っ と い う 間 で 、 も っ と もt と 海外参加者 と 話 を し た か っ た か ら 。

・ 予定 を詰め込みす ぎ て い る 気が し た。 も う 少 し長 く て も 良 い と 思 う 。

• 夏休み でそ れぞれ学校の課題等 を す る 時間 も 必要 だ と 思 う の で 、 い い く ら い の期 間 だ と 思い ま す。

・ 一週 間 で絆が深ま っ た。

【 海外参加者 】

・ 集 中 が切れな い く ら い だ っ た。

• 他 に も 色 々 体験 し た か っ た の で も っ と 居た か っ た。 ・ 期 間 が 夏 で 、 荷物 が 少 な め に な る 。 海 に入れ る 。

・ 色 々 な プ ロ グ ラ ム を 体験 出 来 て 時間 的 に は と て も 良 い と 感 じ ま し た が 、 夜 は眠 く て メ ンバ ー と 過 ごせ な か っ た。

． 充実 し た プ ロ グ ラ ム だ け ど 、 や っ ば り 海外参加者 に と っ て 、 ど ん な長 い期 間 で も 短 く 感 じ る はずです。

・ ス ケ ジ ュ ール に学習 プ ロ グ ラ ム が い っ ぱい入 っ て い て 、 時間 を最大限に使い ま し た。

・ ホ ー ム ス テ イ は学習 プ ロ グ ラ ム が 終 わ っ て か ら 、 行われた ほ う が い い と 思い ま す。

【 県 内 】
妥 当

【海外】

(3) 一 日 の ス ケ ジ ュ ール に つ い て

【 県 内参加者 】 口 妥 当 7 口 詰 め 込み過 ぎ 5 口 も の 足 り な い 。

［ 海外参加者】 口 妥 当 10 口 詰 め込み過 ぎ 4 口 も の 足 り な い 。

（理 由 ）

【 県 内 参加者 】

【全体】

・ 分刻 み の ス ケ ジ ュ ールで 、 い っ ぱい に な っ て し ま う 日 も あ り ま し た。 ・ 少 し休憩時 間 を長 く 欲 し い です。

• こ の ス ケ ジ ュ ールでいい と 思いま す ！ や る こ と 沢 山 で充実 し て ま し た。

． 忙 し く て へ と へ と に な っ た 時 も あ っ た け ど 、 それはそれ で と て も 充実 し て い た か ら 。

・ 時間 が 空 き す ぎず、 詰 め す ぎず適 当 に 良 か っ た。 ・ 洗濯 の 時間 を確保 し て ほ し い と 思 っ た か ら 。

【 海外参加者】

・ 沢 山 のす る こ と が あ っ た り 、 い い経験 も あ っ た り け ど 、 焦 ら な か っ た。 ・ 妥 当 だが 、 や る こ と が ハ ー ド だ っ た。

・ 多す ぎず少 なす ぎず、 沢 山 の事 を 学ぶ こ と が 出 来た と 思い ま す。 ・ 詰 め 込みす ぎ 、 夜 に 自 由 時間 が ほ し い。

・ 一 日 の プ ロ グ ラ ム 後 、 僕 はや り た い こ と が で き た か ら 。 ・ 一 日 中忙 し か っ た た め 、 夜の勉強会 は疲れた。

【 県 内 】
妥 当
58% 

【海外】
詰 め
込み
す ぎ
29% 

【全体】
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(4) 宿泊先について ( J I C A沖縄国際セ ンタ ー ・ 金武ネイ チ ャ ーみ ら い館）
【 県内参加者】 口 非常 に 良 い 8

【海外参加者】 口非常に良い 10
（理由 ）

【 県内参加者】

口 良 い 3 口 ど ち ら と も い え な い l
口 良 い 4 口 ど ち ら と も い え な い 0

口 よ く な い 。

口 よ く な い 。

• JICA は、 階段多かっ た けれ どいい運動 に な る と 思 っ た か ら 。 ま た 、 談話室が と て も よ かっ た。 み ら い館は、 数

人で 一部屋 に 泊 ま っ て と て も 楽 し かっ た か ら。
• みんな と い っ し ょ にいた い け ど 、 やっ ぱ り 一人 に な る 時間 も 必要 だ と 思 う ので、 JICA の宿泊部屋は と て も よ か

っ た です。

． ど ち ら の宿泊施設 も 洗濯機が少な く 、 乾かなかっ た の で 、 洗濯 しやす く し て ほ し い。

• JICA では施設が充実 し て い た が 、 金武での宿泊 先 で は シ ャ ワ ーの ト ラ ブル も あ り 参加者は不便 に感 じ た か も し

れない。

【海外参加者】
• と て も 大 き く て迷いやすかっ た。 ・ 両方設備が整っ て お り 、 過 ご し易かっ たです。
• 一人部屋 な の で お ち つ けた。 で も 、 みんなで寝た と き は話 が で き て よ かっ た。

・ 設備が よ かっ たです。 （ ラ ン ド リ ー 、 ミ ュ ー ジ ッ ク ルー ム 、 ビ リ ヤ ー ド、 卓球な ど）

· J I C A でのサ ー ビス ・ ア テ ン ド が よ かっ た です。 足 り な い も が な かっ た です。

・ い い と こ ろ で し た。 休 め ま した。 サ ー ビス も よ か っ たです。 し か し一人部屋 じ ゃ な く て 、 相部屋の ほ う が よ か

っ た です。

· JICA の寮は よ かっ た。 ト イ レ が 少 な かっ た し 、 お風 呂 に入 る に はお金 を払わない と い け な かっ た。

と も い
え な い

8% 

宿泊先 【 県 内 】 【海外】
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(5) 食事につい て

【 県 内参加者】

・ 量 口 妥 当 3 

【 海外参加者 】

口 多い 8 

． 旱旱 口 妥 当 12 口 多 い 1 

（理 由 ）

【 県 内 参加者 】

口 も の た り な い 1 ・ 味 口 美 味 し い 1 2 口 ふつ う

口 も の た り な い 1 ・ 味 口 美味 し い 14 口 ふ つ う
｀ 

• と て も お い し か っ た け ど 、 多 く て残 し て し ま う の が も っ た い な い と 思 い ま し た。

・ 量の 面 で は 、 僕みた い な 体の大 き い男子か ら す る と 少 し物足 り な い と 思い ま す。

【 海外参加者 】

・ い ろ い ろ な 沖縄料理 を食べて み て よ か っ た。 ・ 毎 日 違 う 食べ物 だ っ た か ら です。

・ 帰国 し た ら 、 家族 に 「太 っ ち ゃ っ た ね」 つ て言われま し た。

・ 食べ物 は大丈夫で し た。 食べた こ と の な か っ た も の も 食べ て み ま し た。

· JICA の食べ物 は よ か っ た け ど 、 プ ロ グ ラ ム 中 に飲み物 の 支給が足 り て い な か っ た。

〇 口 美 味 し く な い 。

〇 口 美味 し く な い 。

• 自 分で食べ た い 量 を 決 め る こ と が で き た の が よ か っ た です。 と き ど き 調味料の 多 い食事が 出 ま し た （例 え ば、

こ し ょ う の 多 い食事を食べま し た ） 。

料理の 量 【 県 内 】
も の た
り な い

8% 

料理の 味 【 県 内 】

も の た 【汁届タト】
り な し ‘

7% 

多 い
7% 

【海外】
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(6) 各学習 プ ロ グ ラ ム の 中 で特 に よ かっ た も の を 3 つ ま で選び、 そ の理由 をお聞かせ く だ さ い。
【 県内参加者】

□社会学習 I （那覇ま ち ま ー い） 1 □社会学習 II （ こ ど も の 国） 0 
□伝統芸能 I （肝高の 阿麻和利） 7 口伝統芸能 II （パ フ ォ ー マ ンス ） 3 
□ 自 然学習 I （金武ネ イ チ ャ ー） 7 口移民学習 4 口歴史学習 4 □ 平和学習 3
口 総合学習 I (WYUA) 4 □総合学習 II III （ ワ ー ク 、 振返 り ） 3 
□ そ の他 〇 □ 特 に な し 。

【海外参加者 】
□社会学習 I （那覇ま ち ま ー い） □社会学習 II （ こ ど も の 国） 2 
口伝統芸能 I （肝高の阿麻和利） 7 口伝統芸能 II （パ フ ォ ーマ ン ス ） 2 
口 自 然学習 I （金武ネ イ チ ャ ー） 7 口移民学習 5 口歴史学習 3 □ 平和学習 6
口 総合学習 I (WYUA) 4 □ 総合学習 II III （ ワ ー ク 、 振返 り ） 4 
□ そ の他 3 □ 特 に な し 。

(7) 各学習 プ ロ グ ラ ム の 中 で良 く な かっ た も の を 3 つ ま で選び、 そ の理由 をお聞かせ く だ さ い。

【 県内参加者】 □特 に な し 12  

【海外参加者】 □総合学習 I 1 □ 総合学習 II III 1 □ 特 に な し 10 
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（ プ ロ グ ラ ム で特 に 良 かっ た点）

【 県 内参加者】
・ グルー プ学習 での意見交換が と て も 楽 し く 、 印象に残 っ て い て 、 特に重要な取 り 組み だ と 感 じ ま した。
・ 那覇ま ち ま ーいで、 グルー プの 中 に 県内 参加者は一 人だっ た の で外国語を使 い な が ら 、 自 分の 知 ら な かっ た こ

と を学ぶ こ と が で き た と こ ろ が 良 か っ た です。

・ ア ル ト ゥ ー ロ さ んの お話や、 WYUA の活動 に 関す る こ と 、 移民かる た な ど も 、 と て も 良 かっ た です。

・ 移民学習 は、 こ れま で学校で学んだ こ と が な く 、 と て も よ かっ た。

・ 県内組 と 海外組が 一緒に な っ て 活動 し た り 、 話 し合 っ た り す る こ と で 、 よ り 絆や友情 が 生 ま れ た と 思い ま す。

• 海外参加者 と 沖縄について 話す機会 が 多 く あ っ た こ と が よ か っ た。 特 に 平和学習や WYUA の ワ ー ク シ ョ ッ プ、
研修成果発表の準備ではグルー プで た く さ ん話 し合 え て よ かっ た。

・ プ ロ グ ラ ム で特 に よ かっ た こ と は、 地元であ る 、 う る ま 市で伝統芸能 を学べた阿麻和利 です ！ 最後 に みん な と

踊れて最高で し た ！ そ し て 、 最後 の振 り 返 り ま と め で はみんな と 別れ る の が 寂 し く て 、 涙がでそ う に な っ た け

ど、 無事に こ れ ま で学ん で き た こ と を話す こ と が で き ま し た。 ・ 藍染 し た 手 ぬ ぐいはお土産に な り 、 よ かっ た。

• 平和学習 で元ひめ ゆ り 学徒隊だっ た女性の話 に は と て も 感動 さ せ ら れ ま した。 ま た 、 沖縄につ い て の学習 も と
て も よ か っ た の ですが、 自 分の ア イ デ ンテ イ テ ィ に 関 し て の ワ ー ク シ ョ ッ プな ん か も す ご く 良かっ た です。

・ 移民学習 では、 県 内 参加者に と っ て 知 ら ない歴史 を学べた と 思 う し、 海外参加者は 自 分のルー ツ を他国の参加

者 と 共有でき た の は と て も 貴重な経験 に な っ た と 思 う 。
・ 自 然学習 は沖縄の 自 然を満喫で き た と 思 う し 、 WYUA の ワ ー ク シ ョ ッ プで は参加者の ビ ジ ョ ン に も な っ た と 思 う 。
• 海外参加者 と な か よ く な れる よ う な イ ベ ン ト が た く さ ん あ っ て 良 い と 思っ た ！ 体を動かすア ク テ イ ビテ ィ は 自

然 と 盛 り 上がれて す ご く 良かっ た です。

• 今 ま で 沖縄に つ い て 知 る 機会 が あ ま り な かっ た の で、 今回 の移民学習 で沖縄人のす ご さ を知 り ま した。

【 海外参加者】
・ 心 と 体の活動のバ ラ ン ス が よ かっ た。 ・ キ ャ ンプ フ ァ イ ヤ ー

・ 歴史学習 で は なぜ沖縄で は伝統芸能が盛んな のか、 移民学習 で は ウ チナー ンチ ュ た ち の移民先での暮 ら し がわ

かっ た か ら そ れ ら も よ かっ た と 思 う 。
・ 三つ し か選べ な い の が残念 な程に、 全て勉強 に な り 、 良かっ た です。 それぞれ、 深 く 考 え さ せ ら れ、 勉強に な

る も の ばか り で し た。
・ すべて の学習 プ ロ グ ラ ム が 面 白 く て 楽 し かっ た です。 報告会で色々 考え さ せ ら れて 、 大事で した。

• 各学習 プ ロ グ ラ ム は好き だっ た け ど こ の 三つ （移民、 自 然学習 I 、 総合学習 II III) は 大事だ と 思い ま す。 移民 ・

沖縄の 自 然 ・ ア イ デ ン テ イ テ ィ につい て学べ る か ら です。
・ よ かっ た点は様々 な 学習 プ ロ グ ラ ム が あ っ た こ と です。 そ の 中 か ら 沖縄の歴史、 伝統芸術、 移民、 沖縄戦争、

WY U A , 特に ウ チナーチ ュ の ア イ デ ンテ ィ テ ィ の ワ ー ク シ ョ ッ プが よ かっ た です。 ダイ ナ ミ ッ ク 琉球の練習

のお かげで皆が仲良 く な り ま し た。 来年度 に参加す る 若者 も 同 じ よ う に練習 で き ればいいな と 思い ま す。 肝高
の 阿麻和利 の シ ョ ー を 見てす ご く 感動 し ま した。 皆 さ んのパ フ ォ ーマ ン ス がす ごか っ た か ら です。 すべてのパ

フ ォ ーマ ン ス を 見 た く な っ た です。 意見交換も 大事だ と 思い ま す。 色々 考 え さ せ ら れ る か ら です。
・ なぜひ め ゆ り が よ かっ た か と い う と 、 犠牲者の苦労 を分かっ た か ら です。 僕の祖母た ち が い た か ら 、 興味が あ

り ま した。 ビデオが 面 白 かっ たです。 ア ク テ イ ビテ ィ ・ 交流で金武ネ イ チ ャ ー み ら い館は 一番 よ か っ た です。

カ ヌ ー ・ キ ャ ンプ フ ァ イ ア ー ・ ゲー ム • B B Q が よ か っ たです。 自 然に つ い て も 学びま し た。 ア イ デ ンテ ィ テ

ィ の ワ ー ク シ ョ ッ プ も よ かっ た です。 特 に ア イ デ ン テ ィ テ ィ について 考 え て な かっ た子に と っ て 、 よ か っ た と

思い ま す。

• 町UA の ワ ー ク シ ョ ッ プが よ かっ た です。 留学生 と 交流でき た か ら です。
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3 . 研修成果報告会 (8/10) の評価 と そ の理由 をお聞かせ く だ さ い。
(1) 総合
【 県内 参加者】 □ 非 常 に 良 い 5 口 良い 6 口 ど ち ら と も い え な い 0 口 よ く ない 0 口無回答 l 
【海外参加者】 口 非 常 に 良 い 9 口 良い 4 口 ど ち ら と も い え な い 0 口 よ く な い 0 口無回答 l 
（理 由 ）
【 県内参加者】
• 各 グ）レー プが、 自 分た ち の 沖縄の よ さ につい て 考 え 、 ま と め 、 発表 し共有で き た の が と て も よ かっ た です。 ま

た 、 保護者やホ ー ム ス テ イ 先の方々 も 、 楽 し ん で く れたみたいで、 よ か っ た と 思い ま す。
. 1 週間 の成果や感 じ た こ と を 、 私た ち な り に表現 し発表 で き た と 思 う か ら。
• 各 グルー プの発表の後 に一人一人の研修の思い （感想） を発表す る 時間 が あ っ て も い い と 思い ま した。
• 最後 の成果発表で、 い ち ゃ り ばち ょ ー で一 の こ と を勉強 し た こ と を ち ゃ ん と 話す こ と が で き て 、 本 当 に 良 か っ

た です ！
• 制 限時間 が あ っ た の で、 も う 少 し時間 を と っ て ゆ と り を も っ て も いい と 思 う 。
• みん な が それぞれの ス タ イ ルで発表 し て いて 楽 し かっ た し 、 飽 き なかっ た。 沖縄につ い て の い ろ い ろ な考え方

を知れて よ か っ た か ら 。
・ 沖縄の宝につ い て 、 色 々 な意見が 聞 けた。
． ど こ の班 も ま と ま っ た プ レゼ ン を し て い て 、 改 め て 沖縄の こ と を知れた。
【海外参加者】

・ ウ チナー ン チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク を ど う 広げ る か、 ど う 「沖縄」 を残 し て い く か。 様 々 な 国の方々 と そ の 考 え を共
有 し 、 自 分達 に 出 来 る 事を考 え る 、 と て も 自 分の 中 でそ の大切 さ を よ り 強調す る 事が 出来ま した。

． 充実 し た面 白 い プ ロ グ ラ ム で し た。 学習 ・ 振 り 返 り ・ 娯楽の 時間 のバ ラ ン ス が あ り ま し た。
・ 報告会では喜び ・ 悲 しみ な ど様々 な気持 ち が入 り 混 じ り 感極 ま り ま し た。
・ 自 国紹介 ・ 報告会 に 自 分の意見 • 印象 を皆 さ ん と 分かち合っ て よ か っ た です。 私 な り に頑張っ て発表 し ま し た。

他の意見 を 聞 いて 、 私の意見 と 共通点が あ っ て よ かっ た です。
• 各 グルー プの発表が よ く て 、 メ ッ セ ー ジが伝わっ た か ら です。
・ 親戚 ・ 友達は見 に こ れて よ かっ たです。 し か し 、 準備の と き に ばた ばた し ま し た。

無回答
8% 【 県 内 】

7% 
【海外】

8% 
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4 . 今回の一連の研修で最 も 印象に残っ た こ と をお書き く だ さ い。

【 県内参加者】
・ 倒れて か ら ま た戻 っ て き た 時 の 、 み ん な の優 し さ が 心 に沿み ま し た。
・ 移民の こ と について知 る機会は、 今 ま で な かっ た の で知 る こ と 全て が驚 き の連続で と て も 印象 に残 り ま し た。
• 今回 の研修で印象に残っ た の は、 最初、 県 内参加者 と 海外参加者の 間 に壁が あ る よ う に思 え て 、 な か な か打 ち

解 け ら れずにいた け ど、 組踊 り の練習F． 発表を通 じ て 、 心 も ひ と つ に なれた気が し ま す。
• 印象に残 っ た の はや っ ば り 夜遅 く ま で した 、 阿麻和利の 練習 です ！ 皆で協力 し頑張っ た 甲 斐 が あ り ま した ！

海外の う ち な 一 ん ち ゅ と 出会 えた こ と は、 本 当 に かけ が え の な い も の で 、 一生の思い 出 だ し 、 宝物 と な り ま し
た。 UJS2013 の お かげで変わ る こ と が で き た 自 分 も い る し 、 と て も 最高 の思 い 出 です ！ ！ ま だ、 UJS に戻 り た
く な る 時は、 写真 を見て思い 出 し て ま す。 ス タ ッ フ の皆 さ ん本 当 にお世話 に な り ま した。

• 海外参加者に 、 沖縄につい て教えて も ら う こ と も 多かっ た。 沖縄に 生 ま れ育 っ た人 と し て 、 も っ と 沖縄につい
て 知 り 、 方言や伝統芸能を 覚 え た い と お も っ た。

・ 日 本語を話せな く て も 、 沖縄の 歌 を 歌 え る こ と にお ど ろ いた。 言葉が 通 じ な く て も 、 同 じ歌を歌い、 心 が 通 じ
た よ う な感 じ が う れ し かっ た。

・ 夜にみんなでバ ド、 バ レ ー 、 竹馬 な ど を し た こ と 。 話せて い な か っ た 人 と も ス ポー ツ を き っ か け に 話せた。
• 海外参加者 と 交流 し て 、 外国の人の い ろ い ろ な考え方や意見 を 聞 い て 話 し合 う こ と が で き た こ と です。 学校で

日 本人 と 話 し合 う の と はやは り ど こ か違っ て い て と て も 新鮮だっ た。
・ フ ェ ア ウ ェ ルパーテ ィ ー で、 みんな と 島人ぬ宝を う た っ た こ と 。
・ 沖縄の歴史 を 学んだ時に 、 沖縄の文化が逆境の 中 で作 ら れた も の だ と 知 り 、 驚いた。 阿麻和利 も 感動 した。
・ すべ て 、 と て も い い経験で し た。 特 に 、 移民学習 で沖縄は ウ チナ ンチ ュ で今 も つ なが っ て い る と 実感する こ と

が で き ま し た。 ま た 、 報告会 の と き に み ん な で輪に な っ て 歌っ た と き 、 こ れでみんな と 集ま れ る の は最後 と 思
う と 悲 し か っ た です。 それだけ充実 し た 一週 間 だ っ た と 思 い ま す。

【海外参加者】
・ 全部違 う 印象を残っ た の か一つ だ け選べない。 ・ 三線、 踊 り 、 習慣、 料理
・ 短期 間 に 、 た く さ ん学ぶ こ と が で き て よ かっ たです。 沖縄人の お も て な し 、 寛大 さ はすごいです。 沖縄は 大 き

く な い け ど、 素晴 ら し い と こ ろ が い っ ぱい あ り ま す。 いい思い 出 に な り ま した。
• 今 ま で に は輿味が無かっ た 国 々 の人 と 知 り 合い、 是非そ の場所へ行 き た い と 感 じ る よ う に な り ま し た。 こ う し

て 考 え る と 、 スペイ ン語を話せない の に 自 然 と ラ テ ン ・ ア メ リ カ の方々 と 仲 良 く な り 、 初 め て会 っ た 国 内 参加
者の方々 と 沢 山話 し た り 、 と て も 夢の様で した。 「い ち ゃ り ばち ょ ー で一 」 は本 当 に あ っ た ん だ な 、 と 感 じた
日 々 で し た。 遠 く に住む沢 山 の兄弟 と 、 ま た会 い た い 、 と 本当 に感 じ た研修で し た。

・ 振 り 返 り の ワ ー ク シ ョ ッ プが印相に残 り ま し た。 み な さ ん 自 分の意見を言 っ た か ら です。
・ 沖縄県の参加者が方言 を知 ら な い こ と に はびっ く り し ま した。 みんな社交的な人で した。
・ や っ ぱ り 阿麻和利バ ッ ク ス テ ー ジ ツ ア ー が と て も よ かっ た です。 同 じ年 く ら い の子た ち が演 じ る 姿 に と て も 魅

了 さ れた し 、 沖縄で あ んな感動 的 な も の を 見 ら れ る と は思っ て も い ま せんで し た。
• 海外 ・ 県内参加者は一丸 と な っ た こ と です。 こ ん な に皆 と 交流出来 る と 思わなかっ た です。 学習 プ ロ グ ラ ム の

全て は よ かっ た です。
・ 一番印象に残っ た の は ウ チナー ンチ ュ の心の温か さ です。 サ ー ビ ス も す ごい です。 他 の 国 と 比べ ら れない ぐ ら

い です。 そ し て 、 沖縄人の人間 ・ 自 然 ・ 文化への尊敬がす ごい と 思い ま し た。 色 々 学びま し た。
・ 今回の プ ロ グ ラ ム でア イ デ ンテ ィ テ ィ ・ ルー ツ につ いて色々 分 か る よ う に な り ま し た。 新 しい友達 も 作 り ま し

た。 だか ら 目 標 を 果たせた と 思い ま す。 私 の家族、 暮 ら し、 習慣な ど知 る こ と が で き ま し た。 こ の プ ロ グ ラ ム
に参加 し て誇 り に思っ て い ま す。 友達に推薦 よ う と 思 っ て い ま す。
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• 本当 の う ち な一 ん ち ゅ 魂 を感 じ た。 沖縄の人は文化 を 大事に し て 、 参加者 に そ れ を伝 え て く れた。
• 一番印象 に残 っ た の はア イ デ ンテ イ テ ィ の ワ ー ク シ ョ ッ プで し た。 海外参加者の多 く は 自 分の ア イ デ ンテ イ テ

ィ は何か と わかっ て な かっ た よ う だか ら です。 結局、 私た ち は 「 ウ チナ ー ン チ ュ 」 だ と 分か り ま した。

5. 同事業について今後 どの よ う な 内容を希望 し ま すか。

【 県 内参加者】
(1) 事前学習
・ 話 し合い活動 を さ ら に進 め 、 移民や私た ち の住んで い る 沖縄について意見 を 交換 し発表で き る よ う な 内容。
・ 昼食 を一緒に と る ！
・ プ レゼ ンの 準備が ぎ り ぎ り だっ た の で 、 一 回は午後 ま でやっ て も いい の で は な い か。
・ 移民の こ と と かだ け じ ゃ な く て 、 海外参加者の 国 につ い て少 し学習す る 時間 を設 け て も い い と 思い ま した。
• 海外の ウ チナー ンチ ュ の暮 ら し を知 り た い
・ グルー プだ け で はな く 、 全体の 交流 も し た ら みん な と 仲 良 く 出来た と 思 う 。
• 自 己紹介、 県内参加者同士でのア ク テ イ ビテ ィ 。

(2) 学習 プ ロ グ ラ ム
・ ム ー チー作 り な ど の郷土料理を作 る 体験な ど の食文化に 関す る こ と を入れた り 、 沖縄の 良 さ を 改 め て 感 じ発信

し て い け る よ う な 内 容。
・ 離島ややん ば る で キ ャ ン プ を し た い。 野外炊飯やテ ン ト 設営 は協力 が必要だか ら 、 仲が深ま る と 思 う 。
・ 沖縄の今の 問題点 （基地問題， 環境問題） や海外参加者の 国 の 問題 （県人会での活動な ど） について
• も う 少 し ア ク テ ィ ブな学習 を増や し て も い い と 思い ま し た。
・ 移民の歴史 を も う 少 し掘 り 下 げて今後 の 日 系社会 につ い て考 え る 機会 が あ っ て も 良か っ た。
・ 沖縄の町並み を散歩 • も っ と 話 し合い の時間が欲 し か っ た。

(3) 報告会

• こ れま で学んで き た こ と を振 り 返っ た り 、 う ち な ーネ ッ ト ワ ー ク が ど の よ う に繋が っ て い っ て い る の かに つ い
て 、 みんなで意見 な ど を交換で き る よ う な 内容。

・ テ ーマ を決 め て の報告会は 、 よ かっ た と 思い ま す。 ただ、 報告会で海外参加者一人一 人の感想 が 聞 き た か っ た
の で 、 発表す る機会が あ っ た ら い い と 思い ま す。

• 今後 も こ の よ う な プ ロ グ ラ ム が 増 え て 、 ウ チナー ン チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク が広がれば、 い い と 思い ま す ！
・ 全員で同 じ テ ー マ に沿っ て発表 し た の で 、 色 ん な 考 え が 見れて よ かっ たが 、 プ ロ グ ラ ム の 内容 で グルー プ分け

し て も い い と 思 う 。

【海外参加者】 ※ ( l ) ~ （3) あ わせて。
・ い ろ ん な分野を学んだか ら （歴史、 文化、 自 然等） 総合計画だっ た と 思 う 。
· U J S の各学習 プ ロ グ ラ ム の 内容が よ かっ た です。 それ以上入れな い ほ う が い い と 思い ま す。 入れた ら 、 目 的

が果たせな く な る と 思い ま す。
・ 皆 さ ん と 平和祈念公園 に行 け ば よ か っ た です。 で き れば、 事前に参加者の名 簿 （住所 ・ 電話番号） を も ら い た

い です。 帰国 日 の 2 日 前に私の泊 ま っ た と こ ろ の近 く に県内参加者が住んでい た と 分か っ て い ま した。 も っ と
早 く 知 っ ていれば よ か っ た と 思い ま す。

・ 参加者の 自 己紹介。 琉球ダイ ナ ミ ッ ク の ダ ン ス の毎 日 の練習。 プ ロ グ ラ ム の期 間 を 1 0 日 間 に延 ば し て ほ し い。
毎朝 ラ ジオ体操を し た い。
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・ 美 ら海、 琉球村に行 く こ と です。 ・ 藍染 め体験の ほか、 琉球ガ ラ ス や機織 り 、 陶芸体験。
• 阿麻和利バ ッ ク ス テ ー ジ ツ ア ー と 成果発表の 出 し物 と し て ダイ ナ ミ ッ ク 琉球
・ 参加者同士、 キ ャ ン プフ ァ イ ヤー でやっ た よ う な レ ク を ビー チで も す る 。
・ 沖縄本島だけでな く 、 他 の 島 に も 行 っ て み た かっ た です。 ・ 調理実習 （サー タ ー ア ン ダ ギー な ど）
・ 沖縄舞踊 の 関連する プ ロ グ ラ ム が も っ と あれ ば よ かっ た です。 例 え ば、 エ イ サーや三線 ワ ー ク シ ョ ッ プ。
• 金城 さ んの ワ ー ク シ ョ ッ プは よ かっ t�です。

・ ウ チナー グチ講座。

6 . そ の他意見 な ど

【 県内参加者】
・ 南米のみで な く ヨ ー ロ ッ パ か ら の参加 も あ っ た ら い い と 思い ま し た。
• 海外だけで な く 、 県外に も ウ チナー ン チ ュ 子弟 が 多 く い る の でそ こ か ら の 参加枠 を 増や して も いい と 思 う 。
・ 県内 の メ ンバ ー が今度は海外の メ ンバー に会い に行 く プ ロ グ ラ ム を希望 し ま す ！ ！ 来年 は ボ ラ ンテ ィ ア に参加

し た い と 思 っ て い る の で、 声かけ て も ら え た ら う れ し い です ！

・ グルー プで活動する こ と が 多 く 、 グルー プ以外の 人 と はた く さ ん は話せ な か っ た。 部屋を複数人にす る な ど し
た ら 話す機会が増 え る と 思 う 。 期 間 を 長 く で き る な ら 、 グルー プ変 え を し て も いい と 思 う 。

• あ ん な に言葉が 通 じ な い と は思っ て い な かっ た。 事前学習 の 時 に で も み ん な で挨拶 と か勉強 し た い。
・ ア ル ト ゥ ー ロ さ んの講話が面 白 かっ た。
・ 必要 な荷物や 日 程が 曖昧だ っ た の で、 金武町に行 く と き に必要なバ ッ グ、 黒い長ズボ ン な ど は特に事前に言っ

て欲 し い。
・ ス ケ ジ ュ ール も 充実 し て い て 、 と て も よ かっ た と 思 い ま す。 一週間 は短かっ た の ですが 、 ま た こ の プ ロ グ ラ ム

に参加 し た い です。

【海外参加者】
・ 記憶に残る プ ロ グ ラ ム を計画 し て く れて あ り が と う ご ざい ま し た。
・ プ ロ グ ラ ム を も っ と 長 く すればいい と 思い ま す。 絆が よ り 深 ま る か ら です。
• 自 分の言語を喋れ る 方や、 ち ゃ ん と 間違 え た 時怒 っ て く れ る 方、 私達の為 に徹夜 し て 作業 を し て く だ さ っ た ス

タ ッ フ や ボ ラ ンテ ィ ア の方 々 ー 同 が あ っ て こ そ の素晴 ら し い研修で した。 沖縄に行 く 何週 間 も 前か ら 、 フ ェ イ
ス ブ ッ ク な どで県 内 参加者の方々 、 ス タ ッ フ の方々 が 色 々 な 準備 を し て い る の を 目 に し て 、 ま だ会 っ た 事 も な
い 自 分達に 、 こ こ ま で し て く れて い る な ん て 、 凄い、 と 感 じ ま した。 こ う し て 、 人 を思 う 気持 ち こ そ が 大事な
んだな と 感 じ 、 自 分 も 将来、 こ う し た プ ロ グ ラ ム で色 々 な 国 の う ち な 一 ん ち ゅ 達を繋げた い と 、 思 い ま した。

・ ホ ー ム ス テ イ が よ り 長 く な っ た ら い い と 思い ま す。 なぜな ら 、 買 い 物 が で き る し 、 他の参加者 と 出 か け ら れる
か ら です。 相部屋に泊 ま れば、 絆が深 く な る と 思い ま す。
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ウチナー ジュ ニ アス タ ディ ー事業受け入れ実績

/f“ ( 1 ) こ れ ま で の海外参加者 ・ 引 率者 ・ 青年 リ ー ダー内 訳 ＊ は ウ チナー ン チ ュ 大会開催年
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4 2 2 2 2 3 2 I 2 2 3 1 

(I) (1) (1)  (I )  (I) (I) ( l )  ( 1 )  
I 

( I )  
2 I I I I 1 

(I) 
1 1 l I I I I 

( I )  (1) ( 1 )  ( 1 )  (1) (1)  (1) 
I 

(1)  
I I 2 l 

(1)  (1) 
1 I I I 

(1)  (I) 
17 6 6 5 5 10 5 4 6 7 7 5 
(4) (2) (4) (I) (1) (2) ( I )  ( ! )  (1)  (1) (1)  (I) 

2 2 I I I I I 
(1) 

I j 

（ ］ ）  

4 1 I I I 2 I I l 2 I I 
(2) ( I )  
3 2 2 I I 1 I 

(1)  (I)  (I) 
1 

( 1 )  
I I I 

I I I I 

50 20 19 17 17 34 17 1 5  18  2 1  23  14 
( 17) (9) (9) (5) (5) (6) (4) (4) (4) (5) (3) (1)  

H25 
2 

3 
＼ 

1 
( ! )  
3 

2 

1 

2 

I 

I 

15 
(1)  

0海外参加者 世代別 内訳
1 5 

※ 引 率者、 秤年 リ ー ダーは含 ま な い(\) 

Hl3  H l 4  H 1 5  H l 6  ＊ 
1 世 1 
2 世 26 5 6 6 
3 世 21  8 10 8 
4世 3 7 3 2 
5 世
計 50 20 1 9  1 7  

H l 3  H l 4  H l 5  H l 6  ＊ 
30 ， 5 7 
20 1 1  1 4  1 0  
50 20 19 1 7  

( 2 ) こ れ ま で の 県 内 ・ 県外参加者内訳
0学生別内訳

国三名
H l 3  H l 4  H 1 5  H l 6  ＊ 

小学生 ， 
中 学生 24 13  7 5 
高校生 17  1 1  18  15  

計 50 24 25 20 

0 県 内 ・ 県外参加者の男女別内訳
年度 I H l 3  

H l 4  H l 5  H l 6  

1 5  6 4 4 
35 18  21 16 
50 24 25 20 

H I 7 H l 8  
＊ 

2 1 
3 14 
， 1 3  
3 5 

1 
1 7  34 

H l 7  H 1 8  
＊ 

6 1 5  
I I  19 
17 34 

H l 7  H I  8 
＊ 

4 1 1  
1 5  22 
19 33 

H l 7  H l 8  
＊ 

5 7 
14 26 
19 33 

75 

Hl9 

5 
8 
4 

1 7  

H l 9  

6 
1 1  
1 7  

H l 9  

4 
1 3  
1 7  

H l 9  

3 
14  
17 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 ＊ 
I 1 I 
2 5 8 8 5 2 
5 8 7 8 4 6 
7 5 5 6 5 6 

I 
15 18  2 1  23  14  1 5  

※ 引 率者、 育年 リ ー ダー は含 ま な い

H20 

4 
1 1  
1 5  

H20 

4 
1 1  
15 

H20 

3 
12 
1 5  

H2 1 H22 H23 H24 H25 ＊ 
6 ， 10  6 6 
12  1 2  1 3  8 ， 
1 8  2 1  23 14  1 5  

＊ は ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会開催年
※青年 リ ー ダー は含 ま な い

H2 1 H22 H23 H24 [ -125 ＊ 

5 6 7 2 3 
13  1 5  17  1 2  1 2  
18  21  24  14  1 5  

※青年 リ ー ダー は含 ま な い

H 2 1  H22 
H23 

H24 H25 
＊ 

4 3 4 2 3 
14  1 8  20 1 2  1 2  
1 8  2 1  24  14  1 5  

計
27 
(5) 
46 

(12) 
14  
(3) 
30 
(6) 
28 
(8) 
l 

( I )  
8 

(1)  
7 

(7) 

(I) 
5 

(2) 

(2) 
85 

(20) 

(I) 
2 

( I )  
1 8  
(3) 
1 1  
(3) 
I 

(I) 
3 

5 

280 
(73) 

計

7 
95 
1 15 
6 1  
2 

280 

計

1 19 
16 1  
280 

計

， 
95 
19 1  
295 

�2 b 

2 9  5 
（ り しノ

63 ： 曲
232 
295 1 3 1 I 



※本報告書の 内容 を許可 な く 複写 ・ 複製 ・ 転載 ・ 翻訳 を す る こ と を禁 じ ま す。
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平成2 5年度 「ウチナージュニアスタディ」 事業実施報告書

沖縄県

く 受託者 ＞

平成25年度 ウ チ ナ ー ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ 事業 に か か る 共同 企業体

ト ッ プ ツ ア ー株式会社

特定非営利活動法人万国津梁人財ネ ッ ト ワ ー ク

公益社団法人青年海外協 力協会
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